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入学式前の３月23日（土）、三瓶小学校沿いの並木道で。

ぴかぴかの制服とランドセル、そして笑顔がまぶしい３人は新１年生。

二宮貫
かん

太
た

郎
ろう

くん（三瓶町安土）、竹内音
のん

乃
の

ちゃん（同）、武嶋愛
ま

鈴
りん

ちゃん（同）

平成 25 年度当初予算巻
頭
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農
林
水
産
業
費
…
農
林
水
産
業
振

興
や
、
生
産
基
盤
整
備
な
ど
。

教
育
費
…
教
育
や
生
涯
学
習
の
充

実
、
文
化
体
育
振
興
な
ど
。

衛
生
費
…
環
境
保
全
、
疾
病
予

防
、
健
康
推
進
な
ど
。

土
木
費
…
道
路
や
河
川
、
施
設
建

設
な
ど
。

【
歳
出
の
性
質
別
内
訳
】

　
地
方
公
共
団
体
の
経
費
を
性
質

別
に
分
類
す
る
も
の
。｢

義
務
的

経
費｣

は
支
出
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
経
費
。｢

投
資
的
経
費｣

は

行
政
水
準
の
向
上
に
関
す
る
経

費
。

人
件
費
…
職
員
給
与
、
議
員
報
酬

な
ど
。

扶
助
費
…
生
活
困
窮
者
、
高
齢

者
、
児
童
な
ど
に
対
し
て
行
っ
て

い
る
支
援
に
関
す
る
も
の
。

普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
や
公
共

施
設
の
新
増
設
に
関
す
る
も
の
。

物
件
費
…
賃
金
、
旅
費
、
交
際
費

な
ど
。

補
助
費
等
…
市
か
ら
他
の
団
体
に

対
し
て
行
政
上
の
目
的
で
支
払
う

経
費
。

繰
出
金
…
一
般
会
計
、
特
別
会

計
、
基
金
と
の
間
で
、
相
互
に
貸

借
運
用
す
る
た
め
の
も
の
。

会　計　名　称 予 算 額

一般会計 269億4,000万円

授産場特別会計 2,425万円

住宅新築資金等貸付事業特別会計 335万円

育英会奨学資金貸付特別会計 1億1,201万円

国民健康保険特別会計（事業勘定） 57億9,793万円

俵津診療所勘定会計 942万円

狩江診療所勘定会計 6,570万円

高山診療所勘定会計 4,506万円

惣川診療所勘定会計 1,587万円

土居診療所勘定会計 1億1,024万円

遊子川出張診療所勘定会計 464万円

二及診療所勘定会計 7,679万円

周木診療所勘定会計 4,397万円

後期高齢者医療特別会計 6億  570万円

介護保険特別会計 52億2,466万円

簡易水道事業特別会計 2億4,305万円

農業集落排水事業特別会計 4億  904万円

公共下水道事業特別会計 9億5,687万円

計 406億8,855万円

平成25年度会計別当初予算額

会　計　名　称 収入予算額 支出予算額

上 水 道
事業会計

収益的収支 5億9,954万円 5億8,187万円

資本的収支 3億4,126万円 6億9,799万円

病 院
事業会計

収益的収支 31億3,487万円 31億1,801万円

資本的収支 40億5,600万円 45億  500万円

野村介護老人保
健施設事業会計

収益的収支 4億4,541万円 4億4,541万円

資本的収支 1,393万円 4,922万円

計
収益的収支 41億7,982万円 41億4,529万円

資本的収支 44億1,119万円 52億5,221万円

平成25年度公営企業会計別予算額
歳出の性質別内訳

人件費

46億4,144万円
（17.2％）

公債費

37億2,806万円
（13.8％）

扶助費

28億8,975万円
（10.7％）

普通建設事業費

56億6,895万円
（21.1％）

物件費

42億4,724万円
（15.8％）

補助費等

26億6,899万円
（9.9％）

繰出金

24億871万円
（8.9％）

義務的経費
112億5,925万円
（41.7％）

投資的経費
57億4,521万円
（21.4％）

その他一般行政経費
99億3,554万円
（36.9％）

その他一般行政経費のその他
6億1,060万円（2.3％）
投資及び出資金� 3億9,309万円
貸付金� 1億560万円
維持補修費� 7,827万円
積立金� 364万円
予備費� 3,000万円

災害復旧事業費
7,626万円（0.3％）

一般会計歳出

269億4,000万円

2013　５月 2

用
　
語
　
解
　
説

【
一
般
会
計
と
特
別
会
計
】

　
一
般
会
計
は
、
生
活
全
般
に
関

す
る
施
策
を
経
理
す
る
会
計
。
特

別
会
計
は
、
特
定
事
業
に
限
定
し

た
収
支
で
経
理
す
る
会
計
の
こ

と
。

【
歳
入
】

地
方
交
付
税
…
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金
。
市
町
村
の
財
政
力
に
応

じ
て
決
定
。

市
債
…
市
の
借
入
金
（
借
金
）
で

償
還
が
２
年
以
上
に
わ
た
る
も

の
。

国
庫
支
出
金
…
市
町
村
が
行
う
特

定
の
事
業
に
対
し
て
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
も
の
。

県
支
出
金
…
市
町
村
が
行
う
特
定

の
事
業
に
対
し
て
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
も
の
。

市
税
…
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
「
市
民
税
」、「
固
定
資
産

税
」、「
た
ば
こ
税
」
な
ど
。

繰
入
金
…
積
立
金
の
取
り
崩
し
や

他
の
会
計
か
ら
の
繰
入
金
。

【
歳
出
】

民
生
費
…
福
祉
や
子
育
て
支
援
な

ど
。

総
務
費
…
行
政
全
般
の
事
務
な
ど

に
関
す
る
も
の
。

公
債
費
…
市
の
借
金
な
ど
を
償
還

す
る
た
め
の
も
の
。

対
前
年
度
比
16
・３
％
の
増

　
政
府
が
「
日
本
経
済
再
生
に
向

け
た
緊
急
経
済
対
策
」
を
策
定
し

ま
し
た
が
、
本
市
も
平
成
25
年
度

予
算
編
成
に
お
い
て
、
限
ら
れ
た

財
源
の
重
点
的
配
分
と
経
費
支
出

の
効
率
化
を
徹
底
し
た
上
で
、
市

内
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
の
維

持
・
創
出
に
努
め
る
た
め
の
緊
急

経
済
対
策
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
小
学
校
統
合
校
舎
や
新
病
院
建

設
な
ど
の
大
型
事
業
も
継
続
し
て

推
進
し
ま
す
。

　
そ
れ
ら
に
よ
り
、
一
般
会
計
予

算
は
対
前
年
度
比
16
・
３
％
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
と
市
の
財
政
状
況
を
直
視

し
、
皆
さ
ま
の
理
解
を
得
な
が

ら
、
行
財
政
改
革
の
さ
ら
な
る
推

進
と
と
も
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問

市
役
所 

財
政
課

　
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
２

　
平
成
25
年
第
１
回
西
予
市
議
会
定
例
会
で
、
平
成
25
年
度
当
初
予

算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
２
６
９
億
４
、０
０
０
万
円
で
、
前

年
度
と
比
較
し
37
億
８
、０
０
０
万
円
の
増
（
16
・
３
％
増
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
と
各
特
別
会
計
の
当
初
予
算
総
額
は

４
０
６
億
８
、８
５
５
万
円
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
１
年
間
、
西
予
市
が
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て

い
く
の
か
、
予
算
を
通
し
て
紹
介
し
ま
す
。

平成25年度

予
算

一般会計歳入

269億4,000万円



未熟児養育医療給付事業（民生費）
152万円

森林そ生緊急対策事業（農林水産業費）
5億4,944万円
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◎
土
木
費

市
道
維
持
管
理
委
託
事
業

�

８
０
０
万
円

　
高
齢
化
や
過
疎
化
で
地
元
で

の
管
理
が
困
難
と
な
っ
た
市
道

の
草
刈
り
、
清
掃
作
業
な
ど
を

業
者
委
託
す
る
た
め
の
経
費
。

道
路
新
設
改
良
事
業

�

５
億
２
、０
６
０
万
円

　
明
浜
地
区
４
路
線
、
宇
和
地

区
９
路
線
、
野
村
地
区
９
路

線
、
城
川
地
区
６
路
線
、
三
瓶

地
区
３
路
線
の
改
良
な
ど
を
行

う
た
め
の
経
費
。

◎
消
防
費

消
防
無
線
設
備
整
備
事
業

�

４
億
６
、２
３
７
万
円

　
電
波
法
関
係
審
査
基
準
の
改

正
に
よ
り
、
平
成
28
年
５
月
31

日
ま
で
に
デ
ジ
タ
ル
化
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
消
防
救
急
無
線

の
デ
ジ
タ
ル
化
工
事
に
か
か
る

経
費
。

◎
教
育
費

学
校
再
編
推
進
事
業

�

７
、３
５
１
万
円

　
平
成
26
年
４
月
に
統
合
す
る

三
瓶
地
区
各
小
学
校
の
閉
校
に

か
か
る
経
費
お
よ
び
統
合
小
学

校
の
開
校
に
か
か
る
経
費
。

三
瓶
小
学
校
校
舎
新
築
事
業

�

12
億
６
、７
５
２
万
円

　
平
成
26
年
４
月
に
統
合
す
る

三
瓶
地
区
小
学
校
の
校
舎
新
築

に
か
か
る
経
費
。
平
成
24
年
度

に
着
工
し
、
現
在
建
設
中
。

野
村
小
学
校
南
校
舎
改
築
事
業

�

１
億
８
、５
２
３
万
円

野
村
小
学
校
施
設
整
備
事
業

�

２
億
２
、６
１
３
万
円

　
平
成
27
年
４
月
の
野
村
地
区

小
学
校
統
合
に
向
け
た
野
村
小

学
校
南
校
舎
の
改
築
（
平
成
25

年
度
か
ら
平
成
26
年
度
の
工
事
）

に
か
か
る
経
費
お
よ
び
野
村
小

学
校
既
存
校
舎
の
大
規
模
改
修

に
か
か
る
経
費
。

明
浜
地
区
小
学
校
統
合
校
舎
建

設
事
業

�

３
億
５
、２
３
７
万
円

　
平
成
27
年
４
月
の
明
浜
地
区

小
学
校
統
合
に
向
け
た
統
合
校

舎
建
設
に
か
か
る
経
費
。
平
成

25
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
の
工

事
。

市
誌
編
纂
・
発
刊
事
業

�

９
５
６
万
円

　
西
予
市
合
併
10
周
年
と
な
る

平
成
26
年
度
発
刊
を
目
指
し
、

旧
５
町
の
町
誌
統
合
と
市
合
併

後
10
年
を
記
録
し
た
市
誌
の
編

纂
に
か
か
る
経
費
。

野
村
地
域
教
育
福
祉
複
合
施
設

建
設
事
業�

５
、３
３
８
万
円

　
野
村
小
学
校
に
隣
接
す
る
市

有
地
（
旧
野
村
保
育
所
、
四
国

電
力
跡
地
）
に
、
図
書
館
と
児

童
館
の
複
合
施
設
を
建
設
す
る

た
め
の
設
計
委
託
お
よ
び
旧
野

村
保
育
所
解
体
工
事
な
ど
の
経

費
。

町
並
み
建
造
物
修
理
・
修
景
事
業

�

５
、４
３
６
万
円

　
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
内
の
傷
み
の
激
し
い
市
指

定
文
化
財
（
鳥
居
門
、
御
成
門

な
ど
）の
修
理
に
か
か
る
経
費
。

愛
媛
国
体
施
設
整
備
事
業

�

５
、４
１
０
万
円

　
平
成
29
年
の
愛
媛
国
体
で
、

成
年
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
会

場
と
な
る
宇
和
球
場
と
宇
和
運

動
公
園
の
施
設
改
修
設
計
お
よ

び
会
場
基
本
計
画
策
定
調
査
委

託
な
ど
に
か
か
る
経
費
。

三瓶小学校校舎新築事業（教育費）
12億6,752万円

野村小学校施設整備事業（教育費）
２億2,613万円

消防無線設備整備事業（消防費）
４億6,237万円

明浜地区小学校統合校舎建設事業（教育費）
３億5,237万円

道路新設改良事業（土木費）
５億2,060万円

町並み建造物修理・修景事業（教育費）
5,436万円

2013　５月 4

◎
総
務
費

地
域
お
こ
し
協
力
隊
導
入
事
業

�

３
、８
０
４
万
円

　
都
市
住
民
な
ど
地
域
外
の
人

材
を
地
域
社
会
の
新
た
な
担
い

手
と
し
て
受
け
入
れ
て
地
域
力

の
維
持
・
強
化
を
図
る
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
制
度
を
利
用
。

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
10

人
（
本
庁
、
支
所
各
２
人
）
の

臨
時
雇
用
、
活
動
に
か
か
る
経

費
。

土
居
地
区
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク

シ
ー
運
行
事
業
　
１
０
２
万
円

高
川
地
区
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク

シ
ー
運
行
事
業
　
１
０
７
万
円

　
平
成
25
年
度
運
行
開
始
を
計

画
し
て
い
る
城
川
町
土
居
地
区

と
高
川
地
区
で
の
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
運
行
に
か
か
る
経
費
。

◎
民
生
費

乳
幼
児
・
児
童
医
療
費
助
成
事
業

�

６
、７
３
１
万
円

　
子
育
て
に
か
か
る
経
費
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
小
学

校
就
学
前
乳
幼
児
の
医
療
費

（
通
院
・
入
院
）
助
成
、
小
学

生
の
入
院
医
療
費
助
成
に
加

え
、
平
成
25
年
度
か
ら
中
学
生

の
入
院
医
療
費
も
助
成
す
る
た

め
の
経
費
。

未
熟
児
養
育
医
療
給
付
事
業

�

１
５
２
万
円

　
未
成
熟
な
状
態
で
生
ま
れ
た

新
生
児
に
必
要
な
医
療
提
供
を

す
る
た
め
の
経
費
。
県
か
ら
市

へ
の
権
限
委
譲
に
よ
る
新
規
事

業
。

◎
衛
生
費

汚
泥
再
生
処
理
施
設
整
備
事
業

�

３
、０
６
３
万
円

　
汚
泥
再
生
処
理
施
設
の
整
備

に
あ
た
り
、
生
活
環
境
影
響
調

査
と
発
注
支
援
業
務
委
託
な
ど

に
か
か
る
経
費
。

◎
労
働
費

地
域
経
済
基
盤
強
化
・
雇
用
等

対
策
費

�
３
億
３
、７
８
１
万
円

　
地
域
経
済
対
策
と
し
て
、
主

に
市
内
事
業
者
の
受
注
が
可
能

な
事
業
に
か
か
る
予
算
。

◎
農
林
水
産
業
費

担
い
手
育
成
支
援
事
業

�

２
、９
１
３
万
円

　
農
業
の
持
続
的
発
展
を
確
保

す
る
た
め
、
市
内
認
定
農
業
者

や
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置

付
け
ら
れ
た
中
心
経
営
体
が
行

う
農
業
用
機
械
の
導
入
や
新
規

栽
培
技
術
な
ど
の
実
証
に
対
す

る
補
助
金
。

森
林
そ
生
緊
急
対
策
事
業

�

５
億
４
、９
４
４
万
円

　
林
業
専
用
道
11
路
線
の
開
設

お
よ
び
林
業
事
業
体
な
ど
が
行

う
高
性
能
機
械
な
ど
の
導
入
に

対
す
る
補
助
金
。

漁
港
海
岸
高
潮
対
策
事
業

�

３
、０
０
０
万
円

　
皆
江
漁
港
（
三
瓶
）
枯
井
護

岸
高
潮
対
策
工
事
に
か
か
る
経

費
。

◎
商
工
費

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業

�

６
７
０
万
円

　
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
目

指
し
、
西
予
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進

協
議
会
に
対
す
る
補
助
金
の
ほ

か
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
助
成
金
を
受
け
て
開
催

す
る
ジ
オ
パ
ー
ク
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
な
ど
に
か
か
る
経
費
。

一般会計
の

 主な施策
乳幼児・児童医療費助成事業（民生費）

6,731万円
未熟児養育医療給付事業（民生費）

152万円
地域おこし協力隊導入事業（総務費）

3,804万円

担い手育成支援事業（農林水産業費）
2,913万円

森林そ生緊急対策事業（農林水産業費）
5億4,944万円

地域経済基盤強化・雇用等対策費（労働費）
３億3,781万円

ジオパーク推進事業（商工費）
670万円
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　坊っちゃん劇場（東温
市）で上演中のミュージ
カル「幕末ガール」が３
月17日、千秋楽を迎えま
した。
　市では昨年５月24日、

「坊っちゃん劇場」に西
予市観光大使を委嘱。教
育費で約729万円を計上
し、市内小学５年生から
中学３年生までに観劇さ
せるなど、「西予市おイ
ネ元年」と併せて市をあ
げて応援していました。
【写真】
1.市商工会や「西予幕末

ガール応援隊」など市
民の皆さんが多数応援
に。

2.「本日のCAST」には
サインと共にメッセー
ジが。

3.西予市名産のお酒を
キャストの皆さんにプ
レゼント。

坊っちゃん劇場「幕末ガール」
ついに千秋楽�

　市は平成24年度を「西予市おイネ元年」とし、楠本イ
ネにちなんだまちづくり元年と位置付けています。
　それを記念して、イネとシーボルトに縁のあるドイツ
との交流を深めようと、ドイツ総領事歓迎レセプション
を３月16・17日に開催。卯之町の町並みを紹介しました。
　２月28日には昨年のおイネ賞表彰式に参加いただいた
オランダ総領事とも交流。市では今後も楠本イネを縁と
して、�ドイツやオランダとの文化交流を進めていきます。

　長崎から西予までの道のりを歩く「女医の道 おイネさ
んウォーク 」の参加者が４月３日、一週間かけて200㌔
を踏破し、ゴールである西予市役所に到着しました。
　参加者は西予市内の中学生20人と長崎市内の小・中
学生13人。長崎に生まれた楠本イネが、卯之町の二宮
敬作の元へと歩いた道のりを体験した川添大航さん（宇
和中３）は「おイネさんの苦労が分かった。この体験
をこれからの人生に生かしたい」と話しました。

女医の道 おイネさんウォーク
長崎～西予までの２００㌔を踏破

「西予市おイネ元年記念」ドイツ総領事歓迎
ドイツ総領事が来市

３２

１
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CITY　TOPICS

防災キャラバン
東南海・南海地震に備えて

　下泊診療所（三瓶町・樋口敏院長）の移転開院式が３
月27日挙行されました。
　新しい下泊診療所は、平成21年度末に閉校した旧下泊
小学校を一部改修し利用するもの。施設は市が樋口内科
に無償で貸し付け、平成25年４月１日から開院。事業費
は約1,670万円。
　下泊地区では診療所の改善を平成19年度から市に要
望。畠山区長は「高齢化の進む中で、このような診療所
の存在をとても心強く思っている」とあいさつ。樋口院
長は「診察室や待合室を整備し、入り口までスロープで
上がれるようバリアフリーにも配慮している。今後も長
く地域医療を支えていきたい」と語りました。

　「第４回パナソニックキッズスクールCUPロープジャン
プ小学生No.1決定戦」が３月24日、大田区総合体育館（東
京都）で開催され、宇和町小ロープジャンプA（四国地区
代表）が優勝。出場２回目にして全国の頂点に輝きました。
　それに伴い同チームへの「キラリ西予大賞」の授与式
を３月29日、市長室で開催。６年生女子（４月から中学
１年生）と顧問の計６人が出席しました。
　指導にあたる和家秀樹先生は「予選１本目で思うような
結果を出せなかったけれど、子どもたちはそこから持ち
直してチームベストの結果を残した。本番前、私の緊張を
よそに平然としていて、子どもたちの心と体の強さに驚い
た。本当に強い子たちです」と優勝の喜びを語りました。

第４回ロープジャンプ小学生No.1決定戦
やったね！宇和町小が全国制覇

下泊診療所の移転開院式
旧下泊小学校（三瓶町）が診療所に

　東南海・南海地震への対策を考え
る防災キャラバンが３月２日野村公
民館で開催。消防団員や市民、自主
防災組織、防災士など約180人が参
加しました。
　高橋治郎教授（愛媛大学防災情報
研究センター副センター長）は、過
去の南海地震は95～150年周期で発
生し、前触れとして伊予灘や日向灘
で地震が頻発していることを紹介。
「自分が住む地域の地盤や過去の被
害状況を把握しておくことが、災害
に強いまちづくりにつながる」と講
演しました。

　県内有数の米どころである岩木地
区（宇和町）に、わらでできたマン
モスの親子が登場。完成を祝って４
月３日、石城小学校の児童や関係者
など約50人が駆けつけました。
　「わらモス」、「わら坊」と名付け
られた親子マンモスは、地元住民10
人がおよそ３週間かけて制作。使
用されたわらは約500㎏で、「わら
モス」の高さはおよそ７ｍ。「わら
坊」は約1.5ｍで、それぞれ５月上
旬まで展示予定。４月29日に開催さ
れる「れんげまつり」を盛り上げま
す。

わらマンモスが親子で登場
５月上旬まで、会いに来てね

　腰やひざへの負担が少なく、健康
の保持増進にぴったりのノルディッ
ク・ウォークを楽しもうと３月31
日、野村農業公園ほわいとファーム
でノルディック・ウォーク大会が開
催されました。市内外から約250人
が参加。
　普通に歩くよりプラス30～40％の
運動効果があり、健康づくりに最適
のノルディック・ウォーク。両手に
持ったポールで体が支えられて負担
なく楽しめるため、桜が満開の春の
道を満喫しながら歩く年配の参加者
の姿も多く見られました。

ノルディック・ウォーク大会�in�のむら
｢歩き｣�で心も体も健康に

（左から）三好市長、清華 香織さん（キャプテン）、權田 絢音さん、
松本 千佳さん、原田 薫さん、松本 留奈さん、和家 秀樹先生
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がんばれ�せいよのアスリート！
アーティスト！

　子どもと大人が一緒になって、い
かだ製作やボウリング大会などを
実施。
　親や地域の大人と一緒に活動する
ことで礼儀や思いやりを身に付け、
地域への愛着と誇りを持った心豊か
な人間に成長することを期待します。

土砂災害防止に関する作品
〈絵画の部〉国土交通省事務次官賞︰
大野本美天（渓筋小４）砂防協会会
長賞︰原田翔太（狩江小２）
第51回愛媛県学生書道展
特選︰山城実伽子（三瓶小６）
第11回えひめ児童版画コンクール
「天才ちるどれん」
優秀賞（日専連えひめ社長賞）︰宇都
宮ゆう（三瓶小６）

せいよ地域づくり交付金で
こんなことやりました

周木ビリ島むらおこし会
(三瓶町周木地区)

周木っ子育成事業

　夏には「七夕かざり教室」、年末
には「年忘れお餅つき教室」を開催
し、小学生や老人会、婦人会、民生
児童委員会など総勢127人が参加。
　異なる世代や親子との強いつなが
りを築く良い機会となりました。

高山宮野浦地域づくり協議会
(明浜町高山地区)

世代間のふれあいづくり事業

アーティスト部門

新
市
立
病
院
起
工
式
　
開
院
予
定
は
平
成
26
年
７
月
の
見
込
み

　
新
市
立
病
院
の
起
工
式
が
３
月
４
日
、

宇
和
町
永
長
で
挙
行
さ
れ
、
市
長
や
院
長

を
は
じ
め
工
事
関
係
者
な
ど
お
よ
そ
70
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
新
市
立
病
院
の
完
成
予
定
は
平
成
26
年

４
月
末
、
開
院
は
同
年
７
月
の
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

建
築
構
造

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
免
震
構
造

階
数
　
地
上
３
階

延
床
面
積
　
１
１
７
６
５
・
16
㎡

自
動
車
駐
車
場
　
１
８
９
台

病
床
数

　
１
５
４
床
（
一
般
１
０
２
床
、
療
養
50

床
、
感
染
症
２
床
）

診
療
科
目

　
７
診
療
（
内
科
、
外
科
、
整
形
外
科
、

泌
尿
器
科
、
麻
酔
科
、
放
射
線
科
、
婦
人

科
〈
医
師
が
確
保
で
き
た
場
合
〉）

所
在
地

　
宇
和
町
永
長
１
４
７
番
地
１
ほ
か

建設地 市長鍬入れ

笹
方
夢
月
さ
ん
（
三
瓶
小
）
が
図
画
で
全
国
２
位

　
笹
方
夢ゆ

月づ
き

さ
ん
（
三
瓶
小
学
校
６
・
三

瓶
町
朝
立
）
が
第
49
回
全
国
児
童
才
能
開

発
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
２
位
に
あ
た
る
「
全

国
都
道
府
県
教
育
長
協
議
会
会
長
賞
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
絵
の
題
名
は
「
海
が
見
え
る
公
園
の
草

刈
り
」。
５
年
生
の
図
工
の
時
間
に
描
い

た
も
の
で
、
制
作
期
間
は
約
１
カ
月
。
担

任
の
曽
我
智と

も

一か
ず

先
生
が
草
刈
り
を
す
る

様
子
を
ま
ず
は
ク
ロ
ッ
キ
ー
で
模
写
し
、

「
こ
う
い
う
風
景
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
」

と
思
う
も
の
を
背
景
と
し
て
描
き
ま
し

た
。

　
つ
ま
り
「
海
が
見
え
る
公
園
」
は
、
夢

月
さ
ん
が
創
り
出
し
た
場
所
。
そ
こ
で
草

刈
り
を
す
る
人
物
が
生
き
生
き
と
描
か
れ

た
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　「『
黄
ボ
ー
ル
紙
』
を
使
っ
て
こ
の
絵
を

描
き
ま
し
た
。
水
を
吸
い
込
み
や
す
い
の

で
、
普
通
の
画
用
紙
よ
り
絵
の
具
を
濃
く

す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
か
な
」
と
夢
月
さ

ん
。

　「
出
来
上
が
っ
た
と
き
に
人
物
が
う
ま

く
描
け
た
と
思
っ
た
け
れ
ど
、
こ
ん
な
す

ご
い
賞
が
取
れ
る
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
と
て
も
う
れ
し
い
。
絵
を
描
く
こ
と

が
好
き
な
の
で
、
次
は
『
世
界
児
童
画

展
』
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
目
指
し
た
い

な
」
と
今
後
の
目
標
を
語
り
ま
し
た
。

井上 德年（64・三瓶町垣生・西予市
農業委員会）

優良農業委員 愛媛県知事表彰
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平
成
25
年
第
１
回
西
予
市
議
会
定
例
会

が
３
月
１
日
か
ら
22
日
ま
で
の
22
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
、
諮
問
２
件
、
議
案
63

件
、
議
員
発
議
１
件
が
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◎
財
産
の
無
償
貸
付

　
三
瓶
町
の
地
域
医
療
確
保
の
た
め
、
診

療
所
施
設
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
旧
下

泊
小
学
校
の
校
舎
の
一
部
を
樋
口
敏
に
無

償
貸
付
す
る
。

◎
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

西
予
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本

部
条
例
（
制
定
）

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
措
置
法

が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
制
定
。

西
予
市
立
幼
稚
園
に
お
け
る
保
育
料
等
徴

収
条
例
（
一
部
改
正
）

　
預
か
り
保
育
事
業
の
実
施
に
伴
う
も

の
。

西
予
市
歴
史
民
俗
資
料
館
及
び
郷
土
文
化

保
存
伝
習
施
設
条
例
（
一
部
改
正
）

　
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
伴
う
も
の
。

西
予
市
敬
老
祝
金
条
例
（
一
部
改
正
）

　
受
給
資
格
要
件
を
改
め
、
祝
金
の
額
を

規
則
で
定
め
る
。

西
予
市
隣
保
館
条
例
（
一
部
改
正
）

　
県
の
最
低
賃
金
改
正
に
伴
い
、
隣
保
館

館
長
の
報
酬
を
改
正
。

※
ほ
か
制
定
10
件
、
一
部
改
正
13
件

◎
同
意

人
権
擁
護
委
員
候
補
者

　
任
期
満
了
に
伴
う
後
任
候
補
者
の
推
薦

（
敬
称
略
）。

・
栗
田 

滿
　（
64
、
野
村
町
予
子
林
） 

再
任

・
谷
本 

英
樹（
52
、
野
村
町
野
村
） 

新
任

◎
市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止

　
下
宇
和
地
区
１
１
３
号
線
ほ
か
５
路
線

の
認
定
。

　
成
穂
線
（
城
川
町
魚
成
）
の
廃
止
。

　◎
指
定
管
理
者
の
指
定

　
乙
亥
の
里
の
指
定
管
理
者
に
野
村
町
商

業
協
同
組
合
（
代
表
理
事 

水
本
忠
夫
）

を
指
定
。

　
み
か
め
海
の
駅
の
指
定
管
理
者
に
、
み

か
め
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社
（
代
表

取
締
役 

松
本
秀
一
）
を
指
定
。

　
大
野
ヶ
原
育
成
牧
場
の
指
定
管
理
者
に

東
宇
和
農
業
協
同
組
合
（
代
表
理
事
組
合

長 

山
口
恒
朗
）
を
指
定
。

◎
工
事
請
負
契
約
の
締
結

西
予
市
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
設
備
整

備
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　
現
在
、
国
内
で
使
用
さ
れ
て
い
る
１
５

０
Ｍ
Ｈ
ｚ
帯
消
防
救
急
ア
ナ
ロ
グ
無
線
周

波
数
を
２
６
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
帯
デ
ジ
タ
ル
変
調

方
式
へ
移
行
さ
せ
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
構

築
工
事
。
３
億
２
、１
０
９
万
９
、０
０
０

円
で
四
国
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

と
契
約
締
結
。

◎
そ
の
ほ
か

西
予
市
土
地
改
良
事
業
の
施
行

　
農
山
漁
村
活
性
化
対
策
整
備
事
業
に
よ

り
、
土
地
改
良
事
業
を
施
行
。

◎
補
正
予
算

平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
事
業
費
の
確
定
に
よ
る
予
算
額
の
調
整

な
ど
。
２
億
３
、０
３
３
万
１
、０
０
０
円

（
補
正
予
算
第
６
号
）
を
追
加
、
３
、１
９

６
万
６
、０
０
０
円
（
第
７
号
）
を
減
額

し
、
予
算
の
総
額
を
２
５
０
億
８
、２
５

３
万
４
、０
０
０
円
と
す
る
。

〈
第
６
号
〉

林
道
西
栗
木
線
開
設
事
業
、
林
道
下
遊
子

南
平
線
開
設
事
業
、林
道
火
道
線
舗
装
事
業
、

林
道
片
川
古
谷
線
舗
装
事
業
、
林
道
中
通

川
西
線
舗
装
事
業�

２
億
４
、８
１
７
万
円

　
国
の
緊
急
経
済
対
策
に
基
づ
く
補
正
予

算
に
即
応
し
、
林
道
開
設
事
業
な
ど
を
前

倒
し
し
て
実
施
す
る
経
費
。

野
村
小
学
校
南
校
舎
改
築
事
業

�

１
、９
９
５
万
５
、０
０
０
円

　
当
初
予
算
に
計
上
し
た
南
校
舎
解
体
経

費
に
、
老
朽
化
の
激
し
い
児
童
用
昇
降
口

棟
解
体
お
よ
び
仮
設
昇
降
口
設
置
な
ど
に

か
か
る
経
費
を
追
加
。

体
育
施
設
整
備
基
金
事
業�

２
億
円

　
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
指
定
さ
れ

て
い
る
体
育
施
設
の
耐
震
改
修
な
ど
の
財

源
確
保
を
図
る
た
め
に
積
立
金
を
増
額
。

◎
ほ
か
補
正
予
算

　
平
成
24
年
度
西
予
市
授
産
場
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
ほ
か
、
特
別
（
特

別
会
計
・
公
営
企
業
）
会
計
補
正
予
算
11

件
。

◎
新
年
度
当
初

平
成
25
年
度
西
予
市
一
般
会
計
予
算

　
関
連
記
事
を
２
～
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

平
成
25
年
度
特
別
会
計
予
算

　
西
予
市
授
産
場
特
別
会
計
予
算
ほ
か
８

件
（
関
連
記
事
を
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
。

平
成
25
年
度
公
営
企
業
会
計
予
算

　
西
予
市
上
水
道
事
業
会
計
ほ
か
２
件

（
同
）。

◎
議
員
発
議

西
予
市
議
会
基
本
条
例
（
一
部
改
正
）

　
議
会
の
活
動
を
明
確
に
す
る
た
め
。

市
議
会
　
第
１
回
定
例
会
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子
ど
も
た
ち
か
ら
発
信
す
る
禁
煙
宣
言

消
防
署
だ
よ
り

問
市
消
防
本
部�
☎
０
８
９
４（
62
）０
１
１
９

危
険
物
の
取
り
扱
い
に
注
意

　
市
で
は
、
市
内
の
小
・
中
学
校
で
た
ば

こ
に
関
す
る
知
識
の
普
及
と
正
し
い
選
択

が
で
き
る
力
を
養
い
、
生
涯
に
わ
た
る
健

康
な
体
づ
く
り
の
た
め
に
喫
煙
防
止
教
室

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
教
室
の
主
な
内
容
と
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
出
た
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
み
る
た
ば
こ
の
イ
メ
ー
ジ

　
体
に
悪
い
・
臭
い
・
お
金
が
か
か
る
・

お
い
し
い
の
か
な
…

な
ぜ
た
ば
こ
が
や
め
ら
れ
な
い
の

�

～
た
ば
こ
の
３
大
有
害
物
質
～

◎
ニ
コ
チ
ン

　
こ
れ
が
「
や
み
つ
き
」
を
引
き
起
こ

し
、
た
ば
こ
が
や
め
ら
れ
な
い
原
因
に
な

り
ま
す
。
他
に
も
血
管
を
縮
め
て
細
く
さ

せ
、
心
臓
病
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

◎
タ
ー
ル

　
体
の
至
る
と
こ
ろ
に
「
が
ん
」
を
つ
く

り
ま
す
。
独
特
な
に
お
い
の
元
で
、
歯
が

黄
色
く
な
り
ま
す
。

◎
一
酸
化
炭
素

　
酸
欠
状
態
を
作
り
出
し
、
体
が
し
ん
ど

く
な
り
ま
す
。

友
達
か
ら
誘
わ
れ
た
ら
ど
う
断
る
？

　
断
る
練
習
で
は
、
「
体
が
悪
く
な
る
の

で
吸
い
ま
せ
ん
」、「
や
み
つ
き
に
な
っ
て
、

お
金
が
か
か
る
の
で
い
や
で
す
」、「
た
ば

こ
は
絶
対
吸
い
ま
せ
ん
！
」
と
は
っ
き
り

断
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
感
想

　
帰
っ
た
ら
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
お
父

さ
ん
を
や
め
さ
せ
ま
す
▼
大
人
に
な
っ
て

も
た
ば
こ
は
吸
い
た
く
な
い
で
す
▼
た
ば

こ
の
煙
を
吸
う
だ
け
で
も
体
に
悪
い
と
知

り
ま
し
た
▼
た
ば
こ
で
命
を
け
ず
る
の

で
、
怖
い
と
思
い
ま
し
た

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

　「
た
ば
こ
を
や
め
よ
う
」
と
思
っ
て
も

や
め
ら
れ
な
い
方
。
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
は

病
気
で
す
。
最
近
で
は
保
険
適
用
で
病
院

に
て
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
自
分
の
健
康
、
家
族
の
健
康

の
た
め
に
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

保
健
だ
よ
り

問
市
役
所 

健
康
づ
く
り
推
進
課

�

☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
７

り
、
必
ず
専
用
の
容
器
を
使
用
し
ま
し
ょ

う
。

　
ま
た
、
40
㍑
以
上
の
ガ
ソ
リ
ン
や
２
０

０
㍑
以
上
の
軽
油
・
灯
油
を
保
管
す
る
場

合
（
個
人
住
宅
を
除
く
）
、
消
防
署
へ
の

届
出
が
必
要
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
の
事
故
防
止

　
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
は
次
の
注
意
点
を

必
ず
守
っ
て
給
油
し
ま
し
ょ
う
。

◎
給
油
前
に
ド
ア
と
窓
を
閉
め
て
エ
ン
ジ

ン
を
停
止
す
る

◎
給
油
口
を
開
け
る
前
に
、
必
ず
静
電
気

除
去
パ
ッ
ド
に
触
れ
て
か
ら
給
油
す
る

◎
給
油
ノ
ズ
ル
を
給
油
口
の
奥
ま
で
し
っ

か
り
と
差
し
込
み
、
注
ぎ
足
し
給
油
は

し
な
い

◎
火
気
の
使
用
は
厳
禁

◎
自
分
で
ガ
ソ
リ
ン
携
行
缶
へ
給
油
し
な

い
。
利
用
客
が
自
ら
携
行
缶
へ
給
油
す

る
こ
と
は
消
防
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る

　
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
、
軽

油
、
灯
油
な
ど
は
消
防
法
令
の
適
用
を
受

け
る
「
危
険
物
」
で
す
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
火
災
や
爆

発
が
起
き
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

危
険
物
の
危
険
性

　
全
て
の
危
険
物
に
は
燃
え
る
状
態
に
な

る
最
低
温
度
（
引
火
点
）
が
あ
り
、
軽

油
・
灯
油
は
40
℃
、
ガ
ソ
リ
ン
は
マ
イ
ナ

ス
40
℃
と
非
常
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
の
蒸
気
は
空
気
よ
り

も
重
い
た
め
、
床
面
や
地
面
に
沿
っ
て
広

が
り
や
す
く
、
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
思

わ
ぬ
火
源
（
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
火
、
静
電

気
な
ど
）
に
よ
っ
て
引
火
す
る
危
険
も
あ

り
ま
す
。

正
し
い
保
管
方
法
と
は

　
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
・
灯
油
を
運
搬
、
保

管
す
る
た
め
に
は
消
防
法
令
に
適
合
し
た

容
器
が
必
要
で
す
。

　
特
に
灯
油
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
容
器
に
ガ

ソ
リ
ン
を
入
れ
る
と
容
器
が
熔
け
漏
れ
出

す
危
険
性
や
、
気
密
性
が
低
い
た
め
気
化

ガ
ス
の
圧
力
に
よ
り
キ
ャ
ッ
プ
が
外
れ
て

ガ
ソ
リ
ン
蒸
気
が
漏
れ
る
危
険
性
が
あ
り

ま
す
。
保
管
す
る
場
合
は
直
射
日
光
を
避

け
、
記
載
さ
れ
て
い
る
注
意
事
項
を
守

たばこを断る練習風景

ガソリンの保管は
このマークのある
携行缶で

2013　５月 10

図
書
館
だ
よ
り

問
市
民
図
書
館
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
２
０

文
化
財
だ
よ
り
�
問
市
役
所 

文
化
体
育
振
興
課

�

☎
０
８
９
４（
62
）６
４
１
６

　
国
道
56
号
を
卯
之
町
の
中
心
地
か
ら
３

㌔
ほ
ど
宇
和
島
方
面
に
進
む
と
、
少
し

入
っ
た
と
こ
ろ
に
大
龍
山
歯
長
寺
（
天
台

宗
）
が
あ
り
ま
す
。

　
開
基
は
元
応
２
年
（
１
３
２
０
）
と
あ

り
ま
す
が
、
宇
和
旧
記
の
中
に
孝
謙
天
皇

（
在
位
７
４
９
～
７
５
８
年
）
の
勅
願
寺

で
あ
る
記
述
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
元
応
２
年
、
荒
廃
し
て
い
た
寺
を
西
園

寺
代
官
、
開
田
善
覚
が
発
願
し
、
等
妙
寺

（
現
・
鬼
北
町
奈
良
山
）
建
立
の
た
め
下

向
中
の
淡
路
島
の
高
僧 

理
玉
和
尚
を
迎

え
再
興
し
た
も
の
で
、
京
都
東
山
の
名

刹
、
法
勝
寺
の
末
寺
と
な
り
ま
し
た
。

　
紙
本
墨
書
「
歯
長
寺
縁
起
」
は
そ
こ
に

伝
わ
る
写
本
で
、
善
覚
の
子
息
寂
証
（
の

ち
歯
長
寺
第
２
世
住
職
）
が
、
至
徳
３
年

（
１
３
６
８
）に
筆
録
、
享
徳
３
年（
１
４

５
４
）に
秀
栄
が
書
き
写
し
た
も
の
で
す
。

　
本
書
は
も
と
も
と
「
等
妙
歯
長
両
寺
相

互
主
伴
、
興
門
徒
旧
好
条
々
（
等
妙
寺
と

歯
長
寺
が
互
い
に
主
と
な
り
徒
と
な
っ
て

信
者
を
集
め
た
よ
う
す
を
記
す
）」
と
い

う
書
名
で
し
た
が
、
後
に
「
歯
長
寺
縁

起
」
と
い
う
表
紙
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
11
年
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
文
化
財
保
護
法
の
施
行
に
よ
り
国
重

要
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

　
内
容
は
神
社
、
仏
閣
に
伝
わ
る
縁
起
書

と
は
全
く
違
い
、
理
玉
和
尚
の
宇
和
の
庄

入
り
に
始
ま
り
、
寂
証
が
13
歳
に
し
て
上

洛
、
建
武
の
中
興
前
か
ら
南
北
朝
に
か
け

て
自
分
が
見
聞
し
た
世
紀
最
大
の
動
乱
事

件
（
元
寇
、
延
元
の
変
）
や
、
仏
教
界
の

状
況
な
ど
60
余
年
に
わ
た
り
記
録
し
た
も

の
で
、
大
日
本
史
料
建
武
年
間
の
記
事
に

も
引
用
さ
れ
、
史
料
と
し
て
価
値
が
非
常

に
高
い
と
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
市
文
化
財
保
護
審
議
会

委
員
　
三
瀬
　
扶
美
代
）

紙
本
墨
書「
歯
長
寺
縁
起
」

ひ
と
り
に
な
っ
て
も
、
夢
中
に
な
れ
る
こ

と
を
お
持
ち
な
さ
い

　
今
年
１
０
０
歳
を
迎
え
る
古
ぎ
れ
コ

ラ
ー
ジ
ュ
作
家
が
幸
せ
な
人
生
を
つ
く
る

秘
訣
を
綴
っ
た
一
冊
。
子
育
て
の
こ
と
、

１
人
で
元
気
に
過
ご
す
コ
ツ
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
ま

た
、
自
分
の
生
き
方
を
見
直
す
こ
と
が
で

き
る
本
で
す
。

だ
る
ま
の
し
ゅ
ぎ
ょ
う

　
と
に
か
く
愛
嬌
た
っ
ぷ
り
の
女
の
子
や

だ
る
ま
の
表
情
が
楽
し
い
絵
本
。
み
ん
な

の
願
い
を
叶
え
て
く
れ
る
だ
る
ま
さ
ん

が
、 こ
ん
な
修
行
を
し
て
い
た
な
ん
て
…
。

三
瓶
分
館

　
本
の
世
界
へ
の
か
ぎ
と
な
る
「
図
書
利

用
カ
ー
ド
」
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

図
書
利
用
カ
ー
ド
と
は

　
本
を
借
り
る
と
き
に
必
要
で
す
。
市
民

図
書
館
９
館
で
共
通
し
て
使
用
可
能
で
、

各
図
書
館
の
窓
口
で
作
成
で
き
ま
す
。
そ

の
際
に
は
身
分
証
明
書
に
な
る
も
の
を
持

参
く
だ
さ
い
。

「
西
予
市
民
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」か
ら

本
の
検
索
・
予
約
が
可
能

　
事
前
に
、
図
書
館
窓
口
で
「
仮
パ
ス

ワ
ー
ド
」
の
申
請
が
必
要
で
す
。
年
齢
制

限
な
し
、
ど
な
た
で
も
利
用
可
能
。
各
公

共
施
設
な
ど
に
設
置
の
「
公
開
パ
ソ
コ

ン
」
か
ら
も
検
索
・
予
約
が
で
き
ま
す
。

図
書
紹
介

「
枕
草
子
」
清
少
納
言
（
文
）

　
さ
あ
、声
に
出
し
て
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

春
は
あ
け
ぼ
の
。
や
う
や
う
し
ろ
く
な
り

行
く
山
ぎ
は
す
こ
し
あ
か
り
て
、
む
ら
さ

き
だ
ち
た
る
雲
の
ほ
そ
く
た
な
び
き
た
る

　
名
文
で
す
ね
。
す
ば
ら
し
い
響
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
本
に
は
過
去
か
ら
現
在
の
人
類
の
考
え

や
歴
史
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

本
が
た
く
さ
ん
あ
る
図
書
館
に
は
、
悠
久

の
時
間
が
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

中
央
館

野
村
分
館

ませぎ りえこ（作）
　　　 偕成社（発）

三星 静子（著）
 中経出版（発）
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人事異動
４月１日付けで発令

部長級 （新任） （旧任）
◎　平野　松市 公営企業部長 教育部教育総務課長
◎　井関　通夫 議会事務局長 産業建設部商工観光課長
課長級
　総務企画部
　　浅野　信也 企画調整課長 産業建設部産業創出課長
◎　山口　正人 情報推進課長 会計課長補佐
　生活福祉部
◎　吉川多賀子 健康づくり推進課長 健康づくり推進課保健師長
　福祉事務所
◎　三好　栄二 社会福祉課長 三瓶養護老人ホーム事務長
◎　兵頭　正枝 高齢福祉課長 野村支所生活福祉課長補佐（兼）野村児童館長
　産業建設部
◎　高橋　　司 商工観光課長（兼）ジオパーク推進室長 商工観光課ジオパーク推進室長（主幹）
◎　水口　栄次 産業創出課長 監理用地課長補佐
課長補佐級
　総務企画部
　　酒井　広一 危機管理課長補佐（兼）危機管理係長 西予市消防署第２小隊長（補佐級）
◎　谷口　佳代 企画調整課長補佐（兼）男女共同政策室長 企画調整課政策秘書室（兼）政策係長
◎　松本　豊和 監理用地課長補佐 監理用地課専門員（兼）契約監理係長
　生活福祉部
　　三好　忠利 市民課長補佐（兼）市民係長 市民課長補佐
　　大森　寿和 市民課長補佐（兼）年金係長 野村支所産業建設課長補佐（兼）建設係長
◎　富永　一彦 市民課人権対策室長 教育部生涯学習課専門員（兼）人権教育係長
　　大塚　義導 環境衛生課長補佐 環境衛生課長補佐（兼）環境衛生係長
◎　兵頭　秀雄 東部衛生センター施設長 東部衛生センター専門員
　　兵頭　健二 健康づくり推進課長補佐 教育部野村教育課長補佐（兼）教育庶務係長
　福祉事務所
　　河野　祐子 社会福祉課長補佐（兼）児童福祉係長 総務企画部企画調整課長補佐（兼）男女共同政策室長
　　井上　又文 三瓶養護老人ホーム事務長 三瓶支所二及診療所事務長
　産業建設部
◎　竹内　克之 商工観光課長補佐（兼）町並み振興係長 商工観光課専門員（兼）町並み振興係長
◎　酒井　康次 産業創出課長補佐（兼）産業振興係長 総務企画部企画調整課専門員（兼）行政改革推進係長
　　三瀬　計浩 林業課長補佐 林業課長補佐（兼）治山林道係長
　　公営企業部
　　河野　栄二 野村病院事務局事務長補佐（兼）庶務係長（兼）会計係長 福祉事務所城川養護老人ホーム事務長
　他部局
◎　板倉　公三 会計課長補佐 会計課専門員（兼）審査係長
専門員係長級
　総務企画部
　　亀岡　敦志 企画調整課専門員（兼）行政改革推進係長 野村支所総務課専門員（兼）総務係長
◎　兵頭　典子 企画調整課政策秘書室（兼）政策係長 公営企業部野村病院事務局専門員
◎　清水　宣行 監理用地課専門員（兼）契約監理係長 監理用地課専門員
　生活福祉部
◎　濵田　信也 環境衛生課専門員（兼）環境衛生係長 明浜支所総務課専門員
　　兵頭　浩喜 野村クリーンセンター専門員係長 城川清掃センター専門員担当係長
◎　中村　篤史 東部衛生センター専門員係長 東部衛生センター専門員
　　大本　健二 城川清掃センター専門員係長 野村クリーンセンター専門員係長
◎　鳥井　邦彦 西部衛生センター専門員係長 西部衛生センター専門員
　産業建設部
　　小野　雅人 商工観光課専門員（兼）観光振興係長 三瓶支所生活福祉課専門員（兼）市民生活係長
◎　水口　　忍 商工観光課専門員（兼）町並み保存係長 総務企画部総務課専門員
◎　源　　琢哉 商工観光課ジオパーク推進室専門員（兼）推進係長 総務企画部税務課専門員
　　武内幸希典 産業創出課専門員（兼）雇用対策係長 産業創出課専門員（兼）産業振興係長（兼）雇用対策係長
　　林　　敬次 農業水産課専門員（兼）農業係長 商工観光課専門員（兼）観光振興係長
◎　稲田亜紀夫 農業水産課専門員（兼）農業土木係長 農業水産課専門員
　　岡山　孝志 林業課専門員（兼）林業係長 農業水産課専門員（兼）農業土木係長
◎　河野　貴之 林業課専門員（兼）治山林道係長 林業課専門員
　　兵頭　勝昭 林業課付専門員係長 林業課専門員（兼）林業係長
◎　安田　　司 建設課専門員（兼）都市計画係長 建設課専門員

　公営企業部
　　西岡　秀記 野村病院事務局専門員（兼）医事係長 教育部宇和学校給食センター専門員（兼）庶務係長

　他部局
◎　河野　純子 会計課専門員（兼）審査係長 会計課専門員
　　田中　長治 議会事務局専門員（兼）調査係長 三瓶支所総務課専門員（兼）総務係長
専門員級
　総務企画部
◎　正司　哲朗 総務課専門員 総務課主査
◎　兵頭　秀二 税務課専門員 税務課主査
◎　三瀬　一也 財政課専門員 財政課主査
◎　兵頭　栄治 財政課専門員 財政課主査
◎　清家　祐一 企画調整課専門員 企画調整課主査
◎　薬師寺健介 監理用地課専門員 財政課主査

　生活福祉部
　　村田　真理 市民課専門員 三瓶支所生活福祉課専門員
　　中村奈央子 市民課専門員 野村支所産業建設課専門員

　福祉事務所
　　薬師寺ふみ 社会福祉課専門員 総務企画部税務課専門員
◎　河野　友紀 高齢福祉課専門員 野村支所総務課主査
　　稲葉　真実 高齢福祉課専門員 社会福祉課専門員

　産業建設部
　　宇都宮優子 商工観光課専門員 明浜支所生活福祉課専門員
◎　柿原　稔広 農業水産課専門員 産業建設部下水道課主査
◎　山本　裕一 農業水産課専門員 農業水産課主査
　　井上　誠教 建設課専門員 農業水産課専門員（兼）西予市農業支援センター勤務

　他部局
　　都築　理恵 会計課専門員 福祉事務所高齢福祉課専門員
◎　西村　由起 議会事務局専門員 議会事務局書記
主査級
　総務企画部
　　三好　一樹 総務課主査 企画調整課主査
　　宇都宮寛司 税務課主査 総務課付主査（派遣 愛媛県後期高齢者医療広域連合）
◎　清家　淑恵 税務課主査 税務課主事
　　渡邊　一人 財政課主査 教育部野村教育課主査
　　片山　裕介 企画調整課主査 産業建設部商工観光課主査
　　松本　　雅 監理用地課主査 教育部生涯学習課中川公民館主事（主査級）

　生活福祉部
　　髙岡　伸次 環境衛生課主査 福祉事務所社会福祉課主査（兼）社会福祉主事

　福祉事務所
　　冨永　時蔵 社会福祉課主査（兼）社会福祉主事 教育部城川教育課主査
　　清家　　亮 高齢福祉課主査 明浜支所総務課主査

　産業建設部
　　河野　　温 商工観光課主査 総務企画部総務課付主査（派遣 愛媛県）
◎　和家　利代 農業水産課主査 農業水産課主事
　　名本　拓朗 林業課主査 教育部学校教育課主査
　　兵頭　　忠 林業課主査 総務企画部税務課主査
◎　末光　文治 建設課主査 教育部生涯学習課田之筋公民館主事

　他部局
　　大麦　晃裕 農業委員会事務局書記 総務企画部監理用地課主査
主事・主事補級
　総務企画部
　　田村　奈美 税務課主事 生活福祉部市民課主事
◎　清家宗一郎 税務課主事 税務課主事補
　　兵頭　孝明 税務課主事 農業委員会事務局書記
　　冨田　篤志 税務課主事 総務課付主事（派遣 愛媛地方税滞納整理機構）
◎　薬師神澄人 税務課主事 税務課主事補
◎　稲田　行寛 情報推進課主事 情報推進課主事補
　生活福祉部
　　稲口　智博 市民課主事 生涯学習課多田公民館主事
◎　中田　　舞 市民課主事 市民課主事補

　産業建設部
◎　三好　祐斗 商工観光課主事 商工観光課主事補
　　菊地　麻由 商工観光課主事文化の里施設（先哲記念館）勤務 生活福祉部市民課主事
　　山口　勝範 農業水産課主事（兼）西予市農業支援センター勤務 生活福祉部環境衛生課主事
◎　清水　晴菜 農業水産課主事 農業水産課主事補
◎　冨永　温彦 建設課技師 建設課技師補
◎　松澤　夏彦 建設課主事 建設課主事補
　　宮崎　輝和 下水道課主事 農業水産課主事
　公営企業部
◎　宇都宮健志 水道課主事 水道課主事補
保健師
　　森本　美重 生活福祉部健康づくり推進課保健師長（兼）健康推進係長 生活福祉部健康づくり推進課保健師長（兼）健康推進担当係長
　　佐々木靖子 生活福祉部市民課上級保健師（兼）国保担当係長 三瓶支所生活福祉課上級保健師（兼）健康推進係長
◎　濵田　千代 生活福祉部市民課上級保健師 生活福祉部市民課保健師
業務員
　　中城　　裕 生活福祉部東部衛生センター業務員 生活福祉部野村クリーンセンター業務員
　　宇都宮明利 生活福祉部西部衛生センター業務員 生活福祉部宇和清掃センター業務員

部長級
◎　宇都宮松夫 明浜支所長（兼）明浜支所総務課長 総務企画部企画調整課長
課長補佐級
◎　網干　健二 生活福祉課長補佐（兼）診療所事務長 総務課専門員（兼）地域係長
　　大塚　勝典 産業建設課長補佐 生活福祉課長補佐（兼）診療所事務長
　　木崎　真近 総務課副主幹（兼）地域係長 教育部教育総務課長補佐

本　　庁 ◎印：昇任

明浜支所

2013　５月 12

奇数日が野村病院
偶数日が宇和病院５月

休 日 当 番 医
変更となる場合があります。念のため医
療機関へ確認の上、お出かけください。

宇和・明浜地区
５月３日（金）しばた胃腸科内科☎0894（62）6670

５月４日（土）土居内科☎0894（69）1285

５月５日（日）矢野整形外科☎0894（62）6698

５月６日（月）松多クリニック☎0894（62）6655

５月12日（日）高千穂病院☎0894（62）5009

５月19日（日）二宮医院☎0894（62）0144

５月26日（日）二宮医院☎0894（62）0144

野村・城川地区
５月３日（金）野村病院☎0894（72）0180

５月４日（土）野村病院☎0894（72）0180

５月５日（日）野村病院☎0894（72）0180

５月６日（月）野村病院☎0894（72）0180

５月12日（日）宇都宮内科☎0894（72）3333

５月19日（日）井関医院☎0894（72）0030

５月26日（日）野村病院☎0894（72）0180

三瓶地区
５月３日（金）内・外�八幡浜急患センター☎0894（24）1199

５月４日（土）内・外�八幡浜急患センター☎0894（24）1199

５月５日（日）内・外�八幡浜急患センター☎0894（24）1199

５月６日（月）内・外�八幡浜急患センター☎0894（24）1199

５月12日（日）内・外�八幡浜急患センター☎0894（24）1199

５月19日（日）内・外�八幡浜急患センター☎0894（24）1199

５月26日（日）内・外�八幡浜急患センター☎0894（24）1199

小児科
５月３日（金）おおむら小児科（内子町城廻）☎0893（44）7117

５月４日（土）みかんこどもクリニック（八幡浜市白浜通）☎0894（20）8800

５月５日（日）亀井小児科（大洲市東大洲）☎0893（24）3757

５月６日（月）八幡浜急患センター（八幡浜市大平）☎0894（24）1199

５月12日（日）ごうお小児科医院（大洲市西大洲）☎0893（24）3936

５月19日（日）守口小児科（八幡浜市産業通）☎0894（24）7770

５月26日（日）大洲ななほしクリニック（大洲市東若宮）☎0893（25）7710

市内救急病院
　二次救急（平日夜間および休日）

市立宇和病院☎0894（62）1121
市立野村病院☎0894（72）0180

二次救急は中症～重症患者の受け入れをする医
療機関です。検査・入院・手術が必要な場合に
備え、医師と外来看護師が当直し、検査・放射
線の技師が待機して救急医療にあたっています。
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一般行政職
　　　　平　田　茂　雄 生活福祉部市民課主事
　　　　中　岡　優　作 産業建設部下水道課主事
　　　　川　中　彩　加 総務企画部税務課主事補
　　　　中　葊　良　樹 総務企画部情報推進課主事補
　　　　山　本　菜　摘 福祉事務所高齢福祉課主事補
　　　　藤　田　早　紀 産業建設部農業水産課主事補
　　　　田　渕　里　奈 教育部文化体育振興課主事補
建築技師
　　　　植　田　芳　正 産業建設部建設課技師
保育士
　　　　井　上　真樹子 野村支所野村保育所保育士
　　　　大　野　紗　織 野村支所野村保育所保育士
　　　　河　野　英　里 三瓶支所二木生保育園保育士
医師
　　　　乃　万　有　希 公営企業部宇和病院診療部整形外科医員
　　　　越　智　麻理絵 公営企業部宇和病院診療部内科医員
　　　　村　上　　　聡 公営企業部野村病院診療部整形外科医員
　　　　若　松　貴　哉 公営企業部野村病院診療部内科医員
　　　　笠　井　誉　久 公営企業部野村病院診療部内科医員
　　　　豊　﨑　浩一郎 城川支所土居診療所長
薬剤師
　　　　西　川　幸　治 公営企業部宇和病院診療部主任薬剤師
　　　　山　内　美　穂 公営企業部宇和病院診療部薬剤師
保健師
　　　　武　内　あゆみ 生活福祉部健康づくり推進課保健師
看護師
　　　　井　上　豊　人 公営企業部宇和病院看護部看護師
　　　　原　添　大　介 公営企業部宇和病院看護部看護師
　　　　三　好　由　記 公営企業部宇和病院看護部看護師
　　　　淺　井　知　佳 公営企業部宇和病院看護部看護師
　　　　芝　　　恭　子 公営企業部野村病院看護部看護師
介護職
　　　　佐　尾　源　紀 公営企業部つくし苑介護部介護員
消防職
消防士　宇都宮　　　裕 西予市消防本部付・消防学校初任教育課程入校
消防士　福　井　誠　二 西予市消防本部付・消防学校初任教育課程入校

医療職
課長補佐級
◎　兵頭　利香 野村病院診療部主任管理栄養士 野村病院診療部主任管理栄養士
◎　兵頭　まり 野村病院看護部看護師長 宇和病院看護部主任看護師
係長級
　　田中　春美 野村病院看護部主任看護師 宇和病院看護部主任看護師
◎　竹森　千晶 野村病院看護部主任看護師 野村病院看護部上級看護師
係長相当級
◎　中岡　友香 野村病院診療部薬剤師 野村病院診療部薬剤師
　　十川まさみ 野村病院看護部上級看護師 つくし苑診療部上級看護師
　　土居　由美 野村病院看護部上級看護師 宇和病院看護部上級看護師
　　大塚　有香 野村病院看護部上級看護師 宇和病院看護部上級看護師
　　門多　安哉 野村病院看護部上級看護師 宇和病院看護部上級看護師
◎　佐藤智恵子 野村病院看護部上級看護師 野村病院看護部看護師
◎　渡辺江梨香 野村病院看護部上級看護師 野村病院看護部看護師
◎　山里敬一郎 野村病院看護部上級看護師 野村病院看護部看護師
◎　二宮夕希江 野村病院看護部上級看護師 野村病院看護部看護師
◎　大麦ひろみ 野村病院看護部上級看護師 野村病院看護部看護師
一般職員
　　長谷川友彦 野村病院診療部理学療法士 宇和病院診療部理学療法士
　　大園　耕平 野村病院看護部看護師 宇和病院看護部看護師

係長級
　　西森　和也 宇和病院診療部主任理学療法士 野村病院診療部主任理学療法士
　　塩崎加代子 宇和病院看護部主任看護師 野村病院看護部主任看護師
　　二宮　千秋 宇和病院看護部主任看護師 野村病院看護部主任看護師
◎　黒岩　三枝 宇和病院看護部主任看護師 宇和病院看護部上級看護師
◎　梶原　秋代 宇和病院看護部主任看護師 宇和病院看護部上級看護師
係長相当級
　　三好美智子 宇和病院看護部上級看護師 野村病院看護部上級看護師
　　山内千代美 宇和病院看護部上級看護師 野村病院看護部上級看護師
　　佐藤　美穗 宇和病院看護部上級看護師 野村病院看護部上級看護師
◎　三好　早苗 宇和病院看護部上級看護師 宇和病院看護部看護師
◎　宇都宮静香 宇和病院看護部上級看護師 宇和病院看護部看護師
◎　大竹ちあき 宇和病院看護部上級看護師 宇和病院看護部看護師
◎　折野早江子 宇和病院看護部上級看護師 宇和病院看護部看護師
一般職員
　　大野　敏弘 宇和病院看護部看護師 野村病院看護部看護師
　　濵田　千春 宇和病院看護部上級准看護師 明浜支所高山診療所上級准看護師

市立野村病院

医療職
係長相当級
　　兵頭　　縁 つくし苑診療部上級看護師 野村病院看護部上級看護師
　　大森ひとみ つくし苑診療部上級看護師 野村病院看護部上級看護師
介護職
一般職員
◎　大塚　美和 つくし苑介護部介護員（主査級） つくし苑介護部介護員（主事級）

つくし苑

部長級
司令長☆◎菊池　　直 西予市消防本部消防長 西予市消防本部消防次長（兼）消防総務課長
課長級
司令　☆◎清家　兼二 西予市消防本部防災課長（兼）通信指令担当 危機管理課長補佐（兼）危機管理係長
主査級
　　　　◎宇都宮義人 西予市消防本部消防総務課主査 西予市消防本部消防総務課主事

消防本部 （☆階級昇任、◎職務昇任）

課長級 署長
司令　　　宇都宮喜多雄 西予市消防署長（兼）西予市消防本部消防総務課長 西予市消防署長（兼）防災課長（兼）通信指令担当
課長補佐級 署長補佐・小隊長
司令補　　宇都宮公朗 西予市消防署長補佐（兼）通信指令担当 西予市消防署長補佐（第２小隊）（兼）通信指令担当
司令補　◎大西　信介 西予市消防署第２小隊長（補佐級） 西予市消防署第１小隊分隊長
司令補　　渡邊　幸司 西予市消防署野村支署長補佐（兼）庶務係長 西予市消防署野村支署長補佐（兼）第１小隊長
司令補　◎中越　義文 西予市消防署野村支署第１小隊長（補佐級）（兼）予防係長 西予市消防署野村支署予防係長（兼）庶務係
係長級　 小隊長・分隊長
司令補☆　德山　　隆 西予市消防署第１小隊分隊長 西予市消防署野村支署第２小隊分隊長
司令補☆　山本　清久 西予市消防署第２小隊分隊長（兼）西予市消防本部防災課救急係長 西予市消防署第２小隊分隊長（兼）西予市消防本部防災課救急係長
司令補　　宇都宮憲治 西予市消防署野村支署第２小隊分隊長 西予市消防署第２小隊分隊長
士長　　◎山本　伸也 西予市消防署第１小隊分隊長 西予市消防署第１小隊副分隊長
士長　　◎土居　智彦 西予市消防署第２小隊分隊長 西予市消防署第２小隊副分隊長
士長　　　加藤　光夫 西予市消防署野村支署第１小隊分隊長 西予市消防署通信指令係（分隊長級）
士長　　◎大竹　章由 西予市消防署野村支署第２小隊分隊長 西予市消防署第１小隊副分隊長

副分隊長
士長　　　兵頭　英樹 西予市消防署第２小隊副分隊長 西予市消防署第２小隊通信指令係
士長　　◎三瀬　　崇 西予市消防署野村支署第１小隊副分隊長 西予市消防本部付（派遣 愛媛県消防防災航空隊）
士長　　◎金子　佑樹 西予市消防署野村支署第２小隊副分隊長 西予市消防署野村支署第１小隊分隊員

分隊員
士長　☆　三好　一矢 西予市消防署第１小隊分隊員 西予市消防署第１小隊分隊員
士長　　　土居　永佳 西予市消防署第１小隊分隊員 西予市消防署野村支署第２小隊分隊員
士長　☆　楠　　昌憲 西予市消防署第１小隊分隊員 西予市消防署第１小隊分隊員
士長　☆　伊勢　　忠 西予市消防署第１小隊分隊員 西予市消防署野村支署第２小隊分隊員
士長　☆　三好　勝也 西予市消防署第２小隊分隊員 西予市消防署第２小隊分隊員
士長　　　渡邊　洋介 西予市消防署第２小隊分隊員 西予市消防署野村支署第２小隊分隊員

消 防 署

新規採用

部長級
　　　　松　山　一　郎 公営企業部長
　　　　上　田　甚　正 議会事務局長
　　　　兵　頭　三　樹 教育部長
　　　　平　田　與　輝 明浜支所長
　　　　清　水　敏　昭 消防本部消防長
課長級
　　　　門　多　栄　治 総務企画部情報推進課長
　　　　三　好　和　彦 生活福祉部健康づくり推進課長
　　　　濱　田　又　治 福祉事務所社会福祉課長
　　　　滝　上　範　子 福祉事務所高齢福祉課長
　　　　菊　池　邦　子 教育部明浜教育課長
　　　　山　田　　　正 生活福祉部東部衛生センター施設長
課長補佐級
　　　　橋　本　千代美 福祉事務所社会福祉課長補佐
　　　　二　宮　金　子 明浜支所高山保育所長
　　　　島　内　律　子 野村支所野村保育所長
　　　　川　添　朋　子 城川支所土居保育所長
　　　　池　本　廣　美 三瓶支所生活福祉課長補佐
係長級
　　　　兵　頭　　　誠 生活福祉部東部衛生センター専門員係長
　　　　門　多　静　香 公営企業部宇和病院看護部主任看護師
　　　　藤　原　和　美 野村支所生活福祉課上級保健師（兼）健康推進係長
　　　　原　田　芳　徳 産業建設部建設課専門員（兼）都市計画係長
係長相当級
　　　　富　永　栄　子 城川支所土居診療所上級准看護師
　　　　兵　頭　富美江 教育部宇和町小学校校務員
一般職員
　　　　稲　葉　龍　男 福祉事務所城川養護老人ホーム支援員
　　　　清　水　アケミ 公営企業部つくし苑介護部介護員
　　　　鈴　木　厚　子 教育部野村小学校調理員
医師
　　　　菊　池　明　夫 明浜支所高山診療所長
　　　　渡　部　洋　輔 公営企業部宇和病院診療部内科医員
　　　　中　島　光　晴 公営企業部野村病院診療部整形外科医員

退 職 者 ３月31日付発令

副士長　　土居　弘樹 西予市消防署第１小隊分隊員 西予市消防署野村支署第２小隊分隊員
副士長　　梅原　正貴 西予市消防署第２小隊通信指令係 西予市消防署第１小隊通信指令係
副士長　　宇都宮裕人 西予市消防署第２小隊分隊員 西予市消防署明浜出張所隊員
副士長☆　家森　俊輔 西予市消防署第２小隊分隊員 西予市消防署野村支署第１小隊分隊員
副士長☆　若宮　澄人 西予市消防署野村支署第２小隊分隊員 西予市消防署野村支署第２小隊分隊員
副士長　　山本　　愛 西予市消防署明浜出張所隊員 西予市消防署第２小隊分隊員

2013　５月 14

専門員係長級
◎　三好俊一郎 生活福祉課専門員（兼）市民生活係長 総務企画部情報推進課専門員
専門員級
◎　西村　吉仁 総務課専門員 総務課主査
◎　山本　貴一 産業建設課専門員 教育部明浜教育課田之浜公民館主事（主査級）
主査級
　　宇都宮千春 生活福祉課主査 教育部教育総務課主査
　　髙岡　健蔵 診療所事務局主査 産業建設課主査
主事・主事補級
　　小林　紘子 総務課主事補 福祉事務所高齢福祉課主事補
栄養士
　　松田美加子 生活福祉課栄養士 野村支所生活福祉課栄養士
保健師
　　松田　禎子 生活福祉課上級保健師（兼）健康推進係長 城川支所生活福祉課上級保健師（兼）健康推進係長
看護師
　　田鹿さかえ 明浜老人福祉センター上級准看護師（兼）俵津出張所 高山診療所上級准看護師

課長補佐級
◎　河野千恵香 生活福祉課長補佐（兼）福祉係長 生活福祉部健康づくり推進課専門員（兼）健康推進係長
　　辻　　信一 生活福祉課長補佐（兼）野村児童館長 生活福祉課長補佐（兼）福祉係長
　　山下　　玉 産業建設課長補佐（兼）建設係長 明浜支所産業建設課長補佐
専門員係長級
　　篠 　武士 総務課専門員（兼）総務係長 産業建設部農業水産課専門員（兼）農業係長
専門員級
◎　宇都宮万幸 産業建設課専門員 城川支所総務課主査
保健師
　　三瀬穗津美 生活福祉課上級保健師（兼）健康推進係長 明浜支所生活福祉課上級保健師（兼）健康推進係長

野村支所

課長補佐級
◎　南部　輝寿 産業建設課長補佐 産業建設課専門員（兼）建設水道係長
専門員係長級
　　紙崎　順一 産業建設課専門員（兼）建設水道係長 産業建設課専門員（兼）建設水道担当係長
主査級
◎　松本　沙織 総務課主査 生活福祉課主事
　　周 　功治 産業建設課主査 教育部野村教育課横林公民館主事（主査級）
主事・主事補級
　　山口　夏樹 産業建設課主事 総務課主事
保健師
　　赤松　美保 生活福祉課上級保健師（兼）健康推進係長 野村支所生活福祉課上級保健師（兼）健康推進担当係長
看護師
　　河野　友子 土居診療所上級准看護師 公営企業部野村病院看護部上級准看護師

城川支所

部長級
◎　内藤　利明 教育部長 生涯学習課長（兼）西予市中央公民館長
課長級
　　増田　敬介 教育総務課長 文化体育振興課長（兼）国民体育大会準備室長
◎　中須賀敏幸 生涯学習課長（兼）西予市中央公民館長 生活福祉部市民課人権対策室長
◎　宇都宮一雄 文化体育振興課長 生活福祉部市民課長補佐（兼）年金係長
◎　佐藤　俊治 明浜教育課長（兼）明浜地区総括公民館長 明浜教育課長補佐（兼）教育庶務係長
課長補佐級
　　上口　　等 教育総務課長補佐 産業建設部商工観光課長補佐
　　沖村　　智 文化体育振興課長補佐 文化体育振興課長補佐（兼）町並み保存係長
　　大塚　清志 文化体育振興課長補佐（兼）国民体育大会準備室長 公営企業部野村病院事務局事務長補佐（兼）会計係長
◎　濵木　君代 明浜教育課長補佐（兼）教育庶務係長 明浜支所明浜老人福祉センター専門員係長（兼）俵津出張所専門員係長
　　久保田　修 野村教育課長補佐（兼）教育庶務係長 城川支所産業建設課長補佐
　　河野　　学 城川教育課長補佐（兼）教育庶務係長 城川教育課長補佐（兼）教育庶務係長（兼）生涯学習係長
専門員係長級
◎　小田原　誠 教育総務課専門員（兼）学校再編係長 産業建設部建設課専門員
　　鈴木友三郎 生涯学習課専門員（兼）人権教育係長 文化体育振興課専門員（兼）文化振興係長
◎　髙木　邦宏 文化体育振興課専門員（兼）文化振興係長 文化体育振興課専門員
　　水本　広幸 野村教育課惣川公民館長（兼）野村茅葺き民家交流館「土居家」 野村教育課惣川公民館長
　　金丸　博文 城川教育課専門員（兼）生涯学習係長 城川支所産業建設課専門員（兼）産業担当係長
専門員級
　　山本　陽子 教育総務課専門員 三瓶支所生活福祉課専門員
◎　崎本　周作 明浜教育課狩江公民館主事（専門員級） 明浜教育課狩江公民館主事（主査級）
　　中村　光男 明浜教育課田之浜公民館主事（専門員級） 明浜支所診療所事務局専門員
◎　大野　　純 野村教育課惣川公民館主事（専門員級）（併）野村支所惣川出張所専門員 野村教育課惣川公民館主事（主査級）（併）野村支所惣川出張所主査
◎　 池　宏彰 三瓶教育課専門員 文化体育振興課主査
主査級
◎　井上　貴仁 生涯学習課下宇和公民館主事（主査級） 生涯学習課下宇和公民館主事
◎　中山　佑司 野村教育課主査 野村支所生活福祉課主事
主事・主事補級
　　竹本　明人 学校教育課主事 教育部生涯学習課宇和公民館主事
　　西谷　佳真 生涯学習課多田公民館主事 生活福祉部市民課主事
　　井上　裕也 生涯学習課中川公民館主事 総務企画部税務課主事
　　竹田　哲志 生涯学習課宇和公民館主事 文化体育振興課文化の里施設主事
　　西村　昌之 生涯学習課田之筋公民館主事 福祉事務所高齢福祉課主事
◎　藤代　大樹 生涯学習課明間公民館主事 生涯学習課明間公民館主事補
　　三瀬　史弥 野村教育課横林公民館主事（併）野村支所横林出張所主事 野村支所産業建設課主事
　　山本　時也 三瓶教育課三瓶北公民館主事 三瓶支所総務課主事

教育委員会

課長補佐級
　　浅野　幸彦 生活福祉課長補佐（兼）三瓶授産場長 生活福祉課長補佐
◎　田村多八郎 生活福祉課長補佐（兼）福祉係長 明浜支所生活福祉課専門員（兼）市民生活係長
◎　中川　伸二 二及診療所事務長 産業建設課専門員（兼）水道係長
　　岩瀬布二夫 産業建設課長補佐 産業建設課長補佐（兼）建設係長
専門員係長級
　　紀伊野勇人 総務課専門員（兼）総務係長 議会事務局専門員（兼）調査係長
　　兵頭　美香 生活福祉課専門員（兼）市民生活係長 生活福祉部市民課専門員（兼）市民係長
◎　宮本　勘滋 産業建設課専門員（兼）建設係長 産業建設課専門員
　　宇都宮義憲 産業建設課専門員（兼）水道係長 産業建設課専門員（兼）水道担当係長
専門員級
　　水野　佳広 生活福祉課専門員 産業建設部下水道課専門員
◎　菊池　彰真 産業建設課専門員 産業建設課主査
主査級
　　玉岡　　佳 生活福祉課主査 総務企画部税務課主査
　　松本　英之 生活福祉課主査（兼）三瓶授産場勤務 三瓶授産場主査
　　鈴木　善之 産業建設課主査 教育部三瓶教育課三瓶北公民館主事（主査級）
保健師
　　稲垣　佐穂 生活福祉課上級保健師（兼）健康推進係長 生活福祉部市民課上級保健師（兼）国保担当係長

三瓶支所

主査級
　　山下真由美 石城保育園保育士（主査級） 土居保育所保育士（主査級）
　　佐藤　沙織 俵津保育所保育士（主査級） 魚成保育所保育士（主査級）
◎　山本　　彩 野村保育所保育士（主査級） 野村保育所保育士（主事級）
◎　上杉　　勝 土居保育所保育士（主査級） 土居保育所保育士（主事級）
　　赤松まなみ 魚成保育所保育士（主査級） 野村保育所保育士（主査級）
　　此平　加恵 三瓶保育園保育士（主査級） 中筋幼稚園教諭（主査級）

◎　稲垣　将人 総務企画部総務課付専門員（派遣 宮城県山元町） 産業建設部建設課主査
　　 山　大輔 総務企画部総務課付主査（派遣 愛媛県） 産業建設部林業課主査
　　岡山　理沙 総務企画部総務課付主事（派遣 愛媛県後期高齢者医療広域連合） 福祉事務所高齢福祉課主事

派　　遣

課長補佐級
　　兵頭　美穂 野村幼稚園主任教諭 惣川幼稚園主任教諭
　　柴田美佐惠 惣川幼稚園主任教諭 野村幼稚園主任教諭
専門員級
◎　氏原　佳織 中筋幼稚園教諭（専門員級） 河成幼稚園教諭（主査級）
　　篠藤　奈美 河成幼稚園教諭（専門員級） 野村支所野村保育所保育士（専門員級）

幼 稚 園

校務員
　　麓　　リヱ 宇和町小学校校務員 野村中学校校務員
　　戒田　久美 野村小学校校務員 宇和中学校校務員

小 学 校

課長補佐級
　　泉　美恵子 石城保育園長 二木生保育園長
◎　宇都宮惠子 高山保育所長 俵津保育所主任保育士
　　髙月　悦子 野村保育所長 石城保育園長
◎　宇都宮美紀子 土居保育所長 土居保育所主任保育士
◎　森田　洋子 二木生保育園長 二木生保育園主任保育士
専門員係長級
◎　酒井有見子 多田保育園主任保育士 二木生保育園保育士（専門員級）
◎　岡本　八重 俵津保育園主任保育士 石城保育園保育士（専門員級）
　　三好みちよ 土居保育所主任保育士 多田保育園主任保育士
◎　菅原　晃美 二木生保育園主任保育士 三瓶保育園保育士（専門員級）
専門員級
◎　鈴木　有子 俵津保育所保育士（専門員級） 俵津保育所保育士（主査級）

保育園・保育所

校務員
　　 山　順子 宇和中学校校務員 皆田小学校校務員
　　原井川そよ 野村中学校校務員 野村小学校校務員

医療職
課長級
◎　黒田　　京 宇和病院診療部薬局長 宇和病院診療部薬局長
課長補佐級
◎　船上　英子 宇和病院看護部看護師長 宇和病院看護部主任看護師

中 学 校

市立宇和病院
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市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
行
う
「
地
域

づ
く
り
活
動
」
お
よ
び
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
等
の
整
備
」
に
利
用
で
き
る
補
助
金
制
度

が
あ
り
ま
す
。積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

対
象

　
原
則
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
分
た
ち
で
行

う
活
動
・
事
業

地
域
づ
く
り
活
動
事
業

　
西
予
市
民
が
主
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
団
体

や
市
内
事
業
所
が
対
象
。

補
助
金

　
補
助
率
２
分
の
１
以
内
、
上
限
20
万
円

対
象
事
業

　
市
民
が
市
内
で
行
う
総
事
業
費
３
万
円
以

上
の
地
域
づ
く
り
活
動
。

①
　
地
域
環
境
の
維
持
整
備
（
清
掃
、
花
壇

　
管
理
な
ど
）

②
　
文
化
活
動
の
活
性
化
（
地
域
行
事
の
拡

　
大
な
ど
）

③
　
健
康
の
増
進
・
福
祉
の
向
上
（
健
康
料

　
理
勉
強
会
な
ど
）

④
　
地
域
活
性
化
の
活
動
（
新
た
な
イ
ベ
ン

　
ト
の
実
施
な
ど
）

⑤
　
地
域
の
魅
力
・
資
源
づ
く
り
（
地
域
産

　
品
の
活
用
研
究
な
ど
）

地
域
整
備
事
業

　
行
政
区
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
組
織
が
対

象
。

補
助
金

　
左
記
の
と
お
り
対
象
事
業
に
よ
り
異
な
る
。

対
象
事
業

　
地
域
活
動
に
必
要
な
施
設
な
ど
の
整
備
や

補
修
な
ど
。

①
　
集
会
所
整
備
（
増
築
・
改
築
）
…
補
助

　
率
２
分
の
１
以
内
、
上
限
３
０
０
万
円

　（
総
事
業
費
１
０
０
万
円
以
上
）

②
　
集
会
所
整
備
（
改
修
）
…
補
助
率
２
分

　
の
１
以
内
、
上
限
２
０
０
万
円
（
総
事
業

　
費
10
万
円
以
上
）

③
　
地
域
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
整

　
備
…
補
助
率
２
分
の
１
以
内
、
上
限
25
万

　
円
（
総
事
業
費
５
万
円
以
上
）

④
　
地
域
文
化
・
伝
統
施
設
等
整
備
…
補
助

　
率
２
分
の
１
以
内
、
上
限
25
万
円
（
総
事

　
業
費
５
万
円
以
上
）

⑤
　
地
域
活
性
化
が
期
待
で
き
る
施
設
整

　
備
…
補
助
率
２
分
の
１
以
内
、
上
限
25
万

　
円
（
総
事
業
費
５
万
円
以
上
）

⑥
　
そ
の
他
（
個
別
に
決
定
）

申
請
方
法

　
申
請
書
を
提
出
。
活
動
、
事
業
の
目
的
、

内
容
、
経
費
の
記
載
が
必
要
。
事
前
に
具
体

的
な
計
画
を
立
て
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

　
５
月
１
日（
水
）～
31
日（
金
）※
期
日
厳
守

申
請
・
相
談
先

　
宇
和
地
域
（
市
役
所 

企
画
調
整
課
）
▼

明
浜
・
野
村
・
城
川
・
三
瓶
地
域
（
各
支
所 

総
務
課
）

年
金
保
険
料
額
は
１
万
５
、０
４
０
円�

宇
和
島
年
金
事
務
所
☎
０
８
９
５（
22
）５
４
４
０

誇
れ
る
地
域
づ
く
り
事
業
補
助
金�

市
役
所 

企
画
調
整
課
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
３

　
平
成
25
年
度
の
年
金
保
険
料
額
は
１
万

５
、０
４
０
円
で
す
。

　
納
め
た
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
、
税
金
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

　
ま
だ
納
付
が
お
済
み
で
な
い
方
は
納
付
書

を
ご
用
意
の
上
、
至
急
お
近
く
の
金
融
機
関

か
郵
便
局
、
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
納
付
く
だ
さ
い
。

　
納
め
忘
れ
が
な
く
手
間
が
か
か
ら
な
い
口

座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付

も
で
き
ま
す
。

前
納
制
度
が
お
得

　
年
金
保
険
料
を
現
金
で
１
年
前
納
に
す
る

と
３
、２
０
０
円
割
引
き
に
な
り
ま
す
。

　
６
カ
月
前
納
で
は
７
３
０
円
割
引
き
に
な

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
口
座
振
替
で
納
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
現
金
で
納
付
す
る
よ
り
、
１
年
前
納
で

５
８
０
円
、
６
カ
月
前
納
で
３
０
０
円
割
引

額
が
増
え
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
中
に
１
年
前
納
を
申
し
込
み
さ
れ
た

方
は
、 平
成
26
年
度
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

付
加
年
金
で
年
金
額
を
増
や
し
ま
せ
ん
か

　
第
１
号
被
保
険
者
と
任
意
加
入
被
保
険
者

の
人
が
、
定
額
保
険
料
に
付
加
保
険
料
（
月

額
４
０
０
円
） を
プ
ラ
ス
し
て
納
付
す
る
と
、

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
と
き
に
、 「
２
０

０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
済
期
間
」
の
月
数

で
算
出
し
た
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

◎
保
険
料
免
除
者
、
国
民
年
金
基
金
の
加
入

　
者
は
、
付
加
年
金
を
納
付
で
き
ま
せ
ん

◎
追
納
の
場
合
も
付
加
年
金
保
険
料
は
納
付

　
で
き
ま
せ
ん

◎
農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
は
、
必
ず
付
加

　
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

◎
付
加
保
険
料
は
、
お
申
し
出
に
な
っ
た
日

　
の
属
す
る
月
か
ら
の
加
入
と
な
り
ま
す
。

　
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

◎
納
付
期
日
で
あ
る
翌
月
末
ま
で
に
保
険
料

　
を
納
付
し
な
か
っ
た
場
合
、
加
入
を
辞
退

　
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す

昭
和
28
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
男
性
へ

　
平
成
12
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
昭
和
28
年

４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
男
性
の
方
か

ら
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
（
報
酬
比

例
部
分
）
の
受
給
開
始
年
齢
が
61
歳
以
降
に

順
次
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
原
則
、
60
歳
に
な
る
３
カ
月
前
に

次
の
２
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
　
現
時
点
で
の
加
入
記
録

②
　
年
金
見
込
額

対
象
者

　
昭
和
28
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
男

性
で
、
年
金
加
入
月
数
が
３
０
０
月
あ
り
、

そ
の
う
ち
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
期
間

が
12
月
以
上
あ
る
人
。
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姉
妹
市
町 

北
海
道
黒
松
内
町
を
訪
問
し
ま
し
た�

市
役
所�

企
画
調
整
課
☎
０
８
９
４(

62)

６
４
０
３

　
西
予
市
と
姉
妹
市
町
提
携
を
結
ん
で
い
る

北
海
道
黒
松
内
町
。
一
面
銀
世
界
が
広
が
る

時
期
に
合
わ
せ
て
、
雪
国
の
暮
ら
し
や
文
化

を
体
験
し
よ
う
と
、
児
童
ら
が
黒
松
内
町
を

訪
問
し
ま
し
た
。

日
程
　
２
月
14
日（
木
）～
17
日（
日
）

訪
問
団
　
市
内
小
学
生
５
人
、
引
率
２
人

　
黒
松
内
町
で
は
研
修
を
通
し
て
多
く
の
文

化
や
歴
史
を
学
ん
だ
上
に
、
多
く
の
町
民
の

皆
さ
ん
か
ら
盛
大
な
歓
迎
を
受
け
、
絆
の
深

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
訪
問
団
の
感
想
（
一
部
）
を
紹
介

し
ま
す
。

�

訪
問
団
長
　
田
中
　
優ゆ

有う

　
黒
松
内
町
に
行
く
ま
で
に
、
し
こ
つ
湖
の

氷
ま
つ
り
に
行
っ
て
氷
の
す
べ
り
台
を
し
ま

し
た
。�と
て
も
き
れ
い
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
２
日
目
か
ら
は
、
町
長
と
お
話
を
し
た

り
、
黒
松
内
町
の
小
学
生
と
遊
ん
だ
り
、
い

ろ
い
ろ
な
施
設
の
見
学
を
し
た
り
し
て
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
こ
ん
な
に
雪
遊
び
を
し
た
の
は
は
じ
め
て

で
し
た
。
帰
る
日
に
な
り
、
ま
だ
黒
松
内
町

に
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
い
つ
か

行
き
た
い
で
す
。

�

鎌
田
　
奈な

実み

　
私
は
北
海
道
へ
行
く
の
が
初
め
て
だ
っ
た

の
で
と
て
も
ど
き
ど
き
し
な
が
ら
出
発
の
日

を
迎
え
ま
し
た
。

　
黒
松
内
町
に
向
か
う
途
中
で
は
前
が
見
え

な
い
ほ
ど
の
吹
雪
で
本
当
に
着
く
の
か
心
配

で
し
た
。

　
黒
松
内
町
で
は
、
雪
の
中
に
大
の
字
に

な
っ
て
飛
び
込
ん
だ
り
、
雪
合
戦
や
そ
り
す

べ
り
を
し
た
り
し
て
遊
び
ま
し
た
。
黒
松
内

町
の
人
た
ち
は
み
ん
な
優
し
く
て
す
ぐ
友
達

に
な
れ
ま
し
た
。

　
雪
国
の
工
夫
し
た
暮
ら
し
方
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
り
、
現
地
の
人
た
ち
の
優
し
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
貴
重
な
経

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

�

山
野
　
秀し
ゅ
う

都と

　
黒
松
内
町
に
着
い
た
ら
歌
才
自
然
の
家
に

行
っ
て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
お
世
話
に
な
る

人
と
交
流
を
し
ま
し
た
。

　
次
の
日
、
黒
松
内
小
学
校
と
の
交
流
、
乗

馬
体
験
や
施
設
め
ぐ
り
を
し
ま
し
た
。
道
の

駅
で
食
べ
た
ベ
ー
コ
ン
と
ウ
イ
ン
ナ
ー
が
と

て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

で
は
温
か
く
も
て
な
し
を
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　
初
め
て
体
験
す
る
こ
と
ば
か
り
で
本
当
に

楽
し
く
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

�

舟
本
　
美み

奈な

代よ

　
私
が
黒
松
内
町
に
行
き
た
い
と
思
っ
た
の

は
、
冬
の
雪
の
深
さ
や
雪
の
中
で
ど
ん
な
遊

び
を
し
て
い
る
の
か
体
験
し
て
み
た
か
っ
た

か
ら
で
す
。

　
黒
松
内
小
学
校
と
の
交
流
で
は
、
西
予
市

の
じ
ま
ん
を
発
表
し
た
り
雪
遊
び
を
し
ま
し

た
。
雪
は
さ
ら
さ
ら
で
な
か
な
か
雪
玉
に
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、

家
族
と
た
く
さ
ん
話
を
し
て
す
ぐ
に
仲
よ
く

な
れ
ま
し
た
。

　
黒
松
内
町
に
行
っ
て
、
冬
の
き
び
し
さ
や

雪
の
深
さ
、
ど
ん
な
遊
び
を
し
て
い
る
の
か

な
ど
を
体
験
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

�

中
島
　
昂こ

う

星せ
い

　
北
海
道
に
行
く
の
は
生
ま
れ
て
初
め
て

で
、
行
く
前
か
ら
い
ろ
ん
な
こ
と
を
想
像
し

て
い
ま
し
た
。

　
黒
松
内
町
で
は
、
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
と
い
う

ブ
ナ
の
勉
強
を
す
る
場
所
が
あ
っ
た
り
、
か

ま
く
ら
体
験
や
雪
合
戦
を
し
た
り
し
ま
し

た
。
ぼ
く
の
住
ん
で
い
る
西
予
市
で
は
経
験

で
き
な
い
こ
と
が
経
験
で
き
て
、
と
て
も
楽

し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
黒
松
内
町
の
こ
と
を
、
家
族
や
友
達
に

い
っ
ぱ
い
知
っ
て
も
ら
い
た
い
な
と
思
い
ま

し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
の
と
て
も
楽
し
い
４

日
間
で
し
た
。

�

引
率
教
諭
　
西
河
　
拓た
く

郎ろ
う

　
平
成
５
年
に
旧
野
村
町
が
姉
妹
町
提
携
を

結
ん
で
以
来
積
み
重
ね
て
き
た
交
流
が
、
今

で
は
と
て
も
強
固
な
絆
と
信
頼
関
係
を
築
い

て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
の
良
さ
は
北
海
道
の
風
土
を
知

る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
西
予
市
の
良
さ
を

再
認
識
で
き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
も
各
研
修
を
通
じ
て
西
予
市
が
「
魅

力
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
」
で
あ
る
こ
と
に
気
付

い
た
こ
と
で
し
ょ
う･･･

。

　
研
修
で
広
い
視
野
を
身
に
付
け
た
児
童
の

皆
さ
ん
に
は
、
た
く
ま
し
い
リ
ー
ダ
ー
に
成

長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
黒
松
内
町
民
の
皆
さ
ま
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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市
福
祉
事
務
所 

社
会
福
祉
課
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
２
８

　
平
成
25
年
４
月
診
療
分
か
ら
、
中
学
生
の

入
院
医
療
費
も
助
成
し
ま
す
。

対
象
者

　
小
学
１
年
生
～
中
学
３
年
生
ま
で
の
児
童

助
成
範
囲

　
保
険
診
療
に
よ
る
入
院
医
療
費
の
自
己
負

担
分
を
助
成
。
た
だ
し
中
学
生
は
平
成
25
年

４
月
１
日
診
療
分
か
ら
。

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は

　
受
給
資
格
者
証
の
発
行
な
し
。
県
内
・
県

外
の
医
療
機
関
と
も
保
険
証
を
提
示
し
、
医

療
費
の
自
己
負
担
分
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

　
後
日
、
担
当
課
ま
で
領
収
書
と
印
鑑
、
保

険
証
、
通
帳
を
持
参
し
、
医
療
費
を
請
求
。

注
意

　
診
療
を
受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か

ら
起
算
し
て
２
年
以
内
に
申
請
く
だ
さ
い
。

市
役
所 

財
政
課
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
２

　
以
前
の
広
報
せ
い
よ
（
平
成
23
年
11
月

号
）で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
市
役
所 

本

庁
舎
に
は
Ｉ
Ｐ
電
話
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
西
予
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
株
式
会
社
の
Ｉ
Ｐ
電
話

（
ピ
カ
ラ
西
予
光
で
ん
わ
）に
加
入
の
方
は
通

話
料
が
無
料
で
す
。 ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
役
所�

本
庁
舎
Ｉ
Ｐ
電
話
番
号

　
☎
０
８
９
４（
89
）７
０
０
０

中
学
生
の
入
院
医
療
費
も
助
成
に

Ｉ
Ｐ
電
話
同
士
な
ら
通
話
料
が
無
料

市
福
祉
事
務
所 

社
会
福
祉
課
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
２
８

　
４
月
１
日
か
ら
「
母
子
家
庭
の
母
」
だ
け

で
な
く
、
「
母
子
家
庭
の
母
及
び
父
子
家
庭

の
父
」
に
自
立
支
援
策
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
次
の
事
業
で
す
。

自
立
支
援
教
育
訓
練
費
給
付
金
事
業

　
指
定
教
育
訓
練
講
座
を
受
講
す
る
際
に
、

受
講
費
用
の
20
％
を
助
成
。

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
等
事
業

　
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格
取
得

の
た
め
に
養
成
機
関
で
２
年
以
上
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
修
業
す
る
際
に
「
訓
練
促
進

費
等
」
を
支
給
。

市
役
所 

総
務
課
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
０

　
４
月
１
日
付
け
で
５
人
の
方
が
総
務
大
臣

か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

宇
都
宮 

豊
子
さ
ん
（
明
浜
地
区
）
　
再
任

菊
池 

邦
子
さ
ん
　
（
宇
和
地
区
）
　
新
任

西
田 

光
和
さ
ん
　
（
野
村
地
区
）
　
再
任

兵
頭 

三
樹
さ
ん
　
（
城
川
地
区
）
　
新
任

宇
都
宮 

久
幸
さ
ん
（
三
瓶
地
区
）
　
新
任

　
行
政
相
談
委
員
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
行

政
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
な
ど
を
お

聞
き
し
、
皆
さ
ん
と
役
所
な
ど
の
間
に
立
ち

公
平
・
中
立
的
立
場
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※「
行
政
相
談
日
」
は
毎
月
、 「
広
報
せ
い
よ
」

の
各
種
相
談
開
催
日
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
中
。

ひ
と
り
親
家
庭
　
自
立
支
援
策
が
拡
大
に

行
政
相
談
委
員
が
委
嘱

市
役
所 

下
水
道
課
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
９
５

　
生
活
排
水
に
よ
る
河
川
や
海
の
水
質
汚
濁

防
止
の
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す

る
方
に
対
し
て
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
予
算
の
範
囲
内
で
の
補
助
と
な
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
地
区

　
下
水
道
処
理
区
域
（
公
共
・
農
集
）
以
外

補
助
額

　
５
人
槽
（
20
万
４
、０
０
０
円
）

　
７
人
槽
（
24
万
６
、０
０
０
円
）

　
10
人
槽
（
32
万
１
、０
０
０
円
）

防
犯
灯 

設
置
補
助

西
予
地
区
防
犯
協
会
☎
０
８
９
４（
62
）０
１
１
０

　
町
内
会
、
自
治
会
な
ど
で
防
犯
灯
を
新
設

し
た
い
場
合
に
、
西
予
地
区
防
犯
協
会
が
補

助
を
し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

補
助
額（
事
業
費
の
１
／
２
以
下
か
左
記
限
度
額
）

①
　
既
設
の
電
柱
な
ど
に
電
灯
を
設
置
す
る

　
場
合
…
蛍
光
灯
（
５
、０
０
０
円
）、 

Ｌ
Ｅ

　
Ｄ
灯
（
８
、０
０
０
円
）

②
　
支
柱
を
新
設
し
て
電
灯
を
設
置
す
る
場

　
合
…
蛍
光
灯（
１
万
円
）、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯（
１

　
万
５
、０
０
０
円
）

③
　
蛍
光
灯
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
交
換
す
る
場

　
合
…
８
、０
０
０
円

受
付
期
間

　
第
１
期
▼
５
月
１
日（
水
）～
６
月
30
日（
日
）

　
第
２
期
▼
10
月
１
日（
火
）～
11
月
30
日（
土
）

合
併
処
理
浄
化
槽�

設
置
補
助
金

市
役
所 
下
水
道
課
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
９
５

　
世
帯
員
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
公
共

下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
の
使
用
料
が
変
わ

り
ま
す
。

届
出
が
必
要
な
場
合

◎
公
共
下
水
道
を
利
用
し
て
お
り
、
地
下
水

　（
井
戸
）
を
使
用
し
て
い
る
世
帯
で
、
世

　
帯
員
に
異
動
が
生
じ
た
場
合

◎
農
業
集
落
排
水
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
で
、

　
転
居
な
ど
世
帯
員
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合

届
出
場
所

　
市
役
所 

下
水
道
課
ま
た
は
野
村
支
所 

産

業
建
設
課

市
役
所 

農
業
委
員
会
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
１
７

　
国
民
年
金
だ
け
で
は
足
り
な
い
老
後
の
家

計
費
を
補
う
た
め
に
、
農
業
者
年
金
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

加
入
要
件

①
　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

②
　
農
業
に
60
日
以
上
、
常
時
従
事
し
て
い

　
る
人

③
　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人

保
険
料

　
月
額
２
万
円
～
６
万
７
、０
０
０
円
の
範

囲
で
、
千
円
単
位
で
自
由
に
決
め
る
こ
と
が

で
き
、
い
つ
で
も
変
更
可
能
。

　
農
業
の
担
い
手
に
は
政
策
支
援
と
し
て
、

国
か
ら
保
険
料
の
一
部
（
最
大
50
％
の
１
万

円
）
に
補
助
（
最
大
20
年
）
あ
り
。

下
水
道
課
か
ら 

宇
和
・
野
村
地
区
の
皆
さ
ん
へ

農
業
者
年
金
で
老
後
の
備
え
を

2013　５月 18

　
受
付
期
間
は
い
ず
れ
も
５
月
１
日（
水
）か

ら
11
月
29
日（
金
）ま
で
。

　
詳
細
お
よ
び
補
助
対
象
と
な
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
相
談
時
に
確
認
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
木
造
住
宅
耐
震
診
断
費
用
の
一
部
補
助

　
今
年
度
は
20
戸
の
予
定
（
受
付
先
着
順
）。

対
象
住
宅（
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
木
造
住
宅
）

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た

１
戸
建
て
の
住
宅
▼
階
数
が
２
階
以
下
で
、

延
べ
面
積
が
５
０
０
㎡
以
下
の
も
の
▼
専
用

住
宅
か
併
用
住
宅
か
の
用
途
の
住
宅

対
象
者
　
対
象
と
な
る
住
宅
の
所
有
者

補
助
金
額

　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
（
限
度

額
２
万
円
）

②
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
費
用
の
一
部
補
助

　
今
年
度
は
７
戸
の
予
定
（
受
付
先
着
順
）。

対
象
住
宅（
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
木
造
住
宅
）

　
対
象
住
宅
と
対
象
者
は
①
に
同
じ
。
か
つ

既
存
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
、
評

価
を
受
け
た
結
果
、
補
強
が
必
要
な
住
宅

補
助
金
額

　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内
（
限
度

額
84
万
円
）

③
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
費
用
の
一
部
補
助

　
今
年
度
は
５
棟
の
予
定
（
受
付
先
着
順
）。

対
象
住
宅
・
建
築
物

　
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど
が
施
工
さ
れ
て

い
る
お
そ
れ
の
あ
る
住
宅
・
建
築
物

対
象
者

　
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
を
行
う
住
宅
・
建

築
物
の
所
有
者

補
助
金
額

　
補
助
対
象
経
費
の
額
（
１
棟
に
つ
き
限
度

額
25
万
円
）

④
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
用
の
一
部
補
助

　
今
年
度
は
50
戸
の
予
定
（
受
付
先
着
順
）。

対
象
者

　
自
己
が
所
有
し
、
居
住
す
る
住
宅
の
工
事

を
行
う
人
（
親
、
子
の
住
宅
含
む
）
▼
市
内

に
住
所
を
有
し
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

対
象
住
宅

　
市
内
に
存
在
す
る
一
戸
建
て
▼
建
築
後
10

年
以
上
が
経
過
▼
併
用
住
宅
で
は
居
住
部
分

▼
共
同
住
宅
で
は
専
有
部
分

対
象
工
事

　
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
用
が
20
万
円
以
上
▼

市
内
に
本
店
や
支
店
な
ど
事
業
所
を
有
す
る

建
築
業
者
な
ど
が
施
工
す
る
こ
と

補
助
金
額

　
補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
１
以
内
（
限
度

額
20
万
円
）
。
市
産
材
を
床
材
、
壁
材
お
よ

び
天
井
材
に
使
用
し
た
場
合
は
５
、０
０
０

円
／
㎡
を
加
算
し
、最
高
５
万
円
を
限
度（
対

象
工
事
費
に
市
産
材
工
事
費
は
含
ま
な
い
）

環
境
に
関
す
る
２
つ
の
補
助�

市
役
所 

環
境
衛
生
課
☎
０
８
９
４（
62
）１
１
３
２

住
宅
な
ど
に
関
す
る
４
つ
の
補
助�

市
役
所 

建
設
課
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
１
０

①
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助

　
西
予
市
は
環
境
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
に
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す

る
人
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

予
算
の
範
囲
内
で
の
補
助
と
な
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者
（
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
）

◎
西
予
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
人

◎
西
予
市
内
の
自
ら
が
居
住
す
る
住
宅
に
住

　
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た

　
人

◎
平
成
24
年
４
月
１
日
以
降
に
お
い
て
国

　
の
要
綱
に
定
め
る
補
助
事
業
者
（
Ｊ-

Ｐ

　
Ｅ
Ｃ
）
か
ら
住
宅
用
太
陽
光
発
電
導
入
支

　
援
対
策
補
助
金
交
付
決
定
通
知
を
受
け
て

　
い
る
人

◎
世
帯
員
全
員
が
市
税
な
ど
を
完
納
し
て
い

　
る
人

補
助
金
額

　
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
公
称
最
大
出
力

１
Ｋ
Ｗ
あ
た
り
４
万
８
、０
０
０
円
。

　
た
だ
し
、
４
Ｋ
Ｗ
・
19
万
２
、０
０
０
円

を
上
限
と
し
ま
す
。

提
出
書
類
な
ど

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
役
所
環
境
衛

生
課
、
各
支
所
生
活
福
祉
課
に
あ
り
。
添
付

書
類
な
ど
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
生
ご
み
処
理
機
（
容
器
）
の
設
置
補
助

　
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
減
量
化
・
資
源

化
を
図
る
た
め
、
生
ご
み
処
理
機
（
容
器
）

購
入
費
用
に
対
す
る
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
予
算
の
範
囲
内
で
の
補
助
と
な
り
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

電
動
式
生
ご
み
処
理
機

　
購
入
価
格
の
２
分
の
１
以
内
を
補
助
（
限

度
額
２
万
円
）

　
た
だ
し
１
世
帯
あ
た
り
５
年
間
に
１
基

手
動
式
生
ご
み
処
理
機

　
購
入
価
格
の
２
分
の
１
以
内
を
補
助
（
限

度
額
５
、０
０
０
円
）

　
た
だ
し
１
世
帯
あ
た
り
５
年
間
に
２
基

コ
ン
ポ
ス
ト

　
購
入
価
格
の
２
分
の
１
以
内
を
補
助
（
限

度
額
３
、０
０
０
円
）

　
た
だ
し
１
世
帯
あ
た
り
３
年
間
に
２
基

ぼ
か
し
用
バ
ケ
ツ

　
購
入
価
格
の
２
分
の
１
以
内
を
補
助
（
限

度
額
１
、０
０
０
円
）

　
た
だ
し
１
世
帯
あ
た
り
３
年
間
に
２
基

必
要
な
書
類

　
い
ず
れ
も
領
収
書
の
写
し

受
付
場
所

　
市
役
所
環
境
衛
生
課
ま
た
は
各
支
所
生
活

福
祉
課
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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市
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
１
５

　
宇
和
町
に
本
店
を
置
く
㈱
山
田
屋
（
高
辻

元
社
長
）
か
ら
の
寄
付
で
行
う
事
業
で
す
。

　
世
界
に
羽
ば
た
く
た
く
ま
し
い
人
材
を
育

成
す
る
た
め
に
、
夢
の
実
現
に
向
け
て
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
若
者
を
応
援
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
40
歳
未
満

補
助
額

　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
の
額
（
限
度

額
20
万
円
）

要
綱
お
よ
び
提
出
書
類

　
生
涯
学
習
課
ま
た
は
各
公
民
館
に
あ
り
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
可
能
。

応
募
期
限

　
８
月
30
日（
金
）

※
予
算
の
都
合
に
よ
り
締
切
日
前
に
募
集
を

終
了
す
る
場
合
あ
り
。

ミ
セ
ス
キ
ッ
チ
ン
講
座
　
受
講
生
募
集

市
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
１
５

　
食
に
つ
い
て
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
日
程
は
全
７
回
、 年
会
費
３
、５
０
０
円

（
市
外
研
修
は
別
途
）
で
す
。

内
容

　
第
１
回
（
開
講
式
、
料
理
講
習
）
▼
第
２

回
（『
ス
ピ
ー
ド
ご
飯
』

－

地
元
の
食
材
を

使
っ
て

－

）
▼
第
３
回
（
夏
野
菜
を
使
っ

て
）
▼
第
４
回
（『
か
ん
た
ん
ス
イ
ー
ツ
』

－
手
作
り
パ
ン

－

）
▼
第
５
回
（
プ
ロ
に

学
ぶ
）
▼
第
６
回
（
市
外
研
修
）
▼
第
７
回

（
お
せ
ち
料
理
、
閉
講
式
）

西
予
市
若
者
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
活
動
助
成

木
々
芽
吹
き
園
に
静
か
な
活
気
あ
り

 

黒
田
　
美
穂

池
二
つ
往
き
来
し
つ
鴨か

も

去い

に
支
度

 

西
川
キ
ヌ
ヱ

ひ
ろ
ば
句
会
（
カ
ホ
ル
選
）

裏
山
に
群
れ
福
寿
草
咲
く
山や

ま

家が

 
沖
野
　
恭
子

大だ
い

試し

験け
ん

向
ひ
し
背
ナ
を
見
守
り
ぬ

 

堀
田
　
美
和

木
蓮
の
産
毛
ま
と
ひ
し
蕾
か
な

 

宗
末
　
美
嘉

れ
ん
げ
草
句
会

友
ら
来
て
ス
ト
ー
ブ
囲
み
長
ば
な
し

 

西
添
　
福
繁

春
シ
ョ
ー
ル
白
髪
を
か
く
し
お
し
ゃ
れ
し
て

 

大
内
　
敏
子

か
い
つ
ぶ
り
潜
ら
せ
水み

ず

輪わ

笑
ひ
け
り

 

森
川
　
英
子

中
川
俳
句
会

青あ
お

饅ぬ
た

や
地じ

下か

足た

袋び

が
け
の
母
の
味

 

玉
井
喜
三
郎

借
景
や
古
都
を
し
の
び
ぬ
座
敷
雛

 

玉
井
ア
ツ
子

白
梅
や
庭
に
朝
日
を
呼
び
に
け
り

 

三
好
　
艶
子

さ
わ
ら
び
句
会

下し
た

萌も
え

や
夢
見
る
バ
ク
の
背
を
向
け
て

 

芝
元
　
悦
子

風
も
又
山
の
笑
ひ
を
囃は

や

し
を
り

 

梶
原
　
路
子

買
物
の
籠
よ
り
仔
猫
顔
出
し
て

 

山
内
　
勝
美

開
催
場
所

　
市
教
育
保
健
セ
ン
タ
ー（
市
外
研
修
以
外
）

日
時

　
第
１
回
は
６
月
12
日（
水
）午
前
９
時
30
分

か
ら
開
講
式
、
午
前
10
時
30
分
か
ら
料
理
講

習
。
そ
れ
以
降
は
随
時
決
定
予
定
。

募
集
人
員

　
24
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
限
　
５
月
24
日（
金
）

国
際
教
養
講
座
　
受
講
生
募
集

市
教
育
委
員
会 

中
央
公
民
館
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
１
５

ま
た
は
野
村
公
民
館
☎
０
８
９
４（
72
）１
１
１
７

　
国
際
化
の
時
代
に
、英
会
話
を
通
し
て「
国

際
社
会
を
学
び
、
世
界
的
・
地
球
的
視
野
で

物
事
を
考
え
、
世
界
に
飛
び
立
て
る
子
ど
も

を
育
て
る
」
こ
と
と
、
郷
土
の
良
さ
を
再
認

識
す
る
た
め
の
英
会
話
講
座
で
す
。（
西
予
市

補
助
金
事
業
）

対
象
者

　
幼
児
か
ら
大
人
、
各
会
場
１
２
０
人

講
師
　
松
下 

文
治
さ
ん
ほ
か
４
人

開
催
日

　
西
予
市
中
央
公
民
館
（
毎
月
第
１
・
第
３

日
曜
日
、
午
後
５
時
30
分
～
）
▼
野
村
公
民

館
（
毎
月
第
１
・
第
３
土
曜
日
、
午
後
５
時

30
分
～
）

受
講
料

　
年
間
受
講
料
１
万
２
、０
０
０
円
（
前
期

と
後
期
に
分
け
６
、０
０
０
円
の
分
割
可
）

主
催

　
西
予
国
際
交
流
協
会（
Ｓ
Ｅ
Ｙ
Ｏ 

Ｉ
Ｆ
Ａ
）

市
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課
☎
０
８
９
４（
62
）６
４
１
５

　
古
典
読
書
講
座
と
英
会
話
講
座
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

古
典
読
書
講
座

　
ど
な
た
で
も
受
講
可
能
、
丁
寧
な
指
導
で

分
か
り
や
す
く
、
楽
し
い
講
座
で
す
。

　
源
氏
物
語
を
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。
初

心
者
の
方
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

　
毎
月
２
回（
月
曜
日
）、
午
後
１
時
30
分
～

３
時

場
所
　
市
教
育
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階

講
師

　
谷
岡 

武
城
さ
ん（
県
生
涯
学
習
推
進
講
師
）

受
講
料
　
若
干
の
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

英
会
話
講
座

　
み
ん
な
と
の
楽
し
い
時
間
の
中
で
、
身
近

な
英
語
に
親
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
毎
月
１
回
（
原
則
第
２
火
曜
日
）
、
午
後

６
時
～
８
時
（
６
時
か
ら
初
級
ク
ラ
ス
・
７

時
か
ら
上
級
ク
ラ
ス
）

場
所
　
市
教
育
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階

講
師

　
イ
ア
ン
さ
ん（
中
学
校
外
国
語
指
導
助
手
）

対
象
者

　
市
内
在
住
の
中
学
生
以
上
で
、
簡
単
な
日

常
会
話
を
修
得
し
た
い
人

受
講
料
　
無
料

古
典
お
よ
び
英
会
話
講
座
　
受
講
生
募
集

2013　５月 20

四
国
経
済
産
業
局 

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
課

☎
０
８
７（
８
１
１
）８
５
３
２

　
四
国
電
力
株
式
会
社
は
、
２
月
20
日
に
経

済
産
業
大
臣
に
対
し
て
電
気
料
金
の
値
上
げ

認
可
申
請
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
経
済
産
業
省
で
は
電
気
事
業

法
施
行
規
則
第
１
３
４
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
公
聴
会
を
高
松
市
で
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
「
国
民
の
声
」
と
し
て
、
皆
さ
ま
か

ら
の
意
見
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
広
く

募
集
し
ま
す
。

公
聴
会

開
催
日
　
５
月
14
日（
火
）午
前
９
時
～

※
予
備
日
５
月
15
日（
水
）。
意
見
陳
述
人
多

数
の
場
合
は
14
日
に
加
え
15
日
に
開
催
。
意

見
陳
述
を
行
う
方
は
期
日
の
指
定
は
不
可
。

場
所
　
か
が
わ
国
際
会
議
場
（
香
川
県
高
松

市
サ
ン
ポ
ー
ト
２
番
１
号
）

申
請
者
　
四
国
電
力
株
式
会
社

申
請
の
概
要

　
現
行
の
電
気
料
金
を
平
均
10
・
94
％
引
き

上
げ
る
ほ
か
、
そ
の
他
の
供
給
条
件
の
変
更

な
ど
に
伴
う
供
給
約
款
の
変
更
を
行
う
。

申
請
者
か
ら
の
申
請
資
料
な
ど

　
経
済
産
業
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

高
松
サ
ン
ポ
ー
ト
合
同
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
ま

た
は
四
国
電
力
株
式
会
社
（
本
店
・
支
店
・

営
業
所
）
で
閲
覧
可
能
。

公
聴
会
に
お
け
る
意
見
陳
述
の
申
出
方
法

　
公
聴
会
に
出
席
し
、
意
見
陳
述
を
希
望
さ

電
気
料
金
値
上
げ「
公
聴
会
」と「
国
民
の
声
」

れ
る
方
は
「
意
見
陳
述
届
出
書
」
を
作
成

し
、
期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

意
見
陳
述
書

　
経
済
産
業
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
様
式
あ

り
。
１
人
１
通
に
限
る
。
郵
送
ま
た
は
メ
ー

ル
で
提
出
。

提
出
期
限
　
４
月
30
日（
火
）
必
着

提
出
先

　〈
郵
送
の
場
合
〉
四
国
経
済
産
業
局
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
部
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境

課
（
〒
７
６
０－

８
５
１
２
香
川
県
高
松
市

サ
ン
ポ
ー
ト
３
番
33
号
）

　〈
メ
ー
ル
の
場
合
〉
タ
イ
ト
ル
は
「【
陳
述

希
望
】
四
国
電
力
関
係
公
聴
会
」
と
記
載
。

shikoku-denkikochokai@
m

eti.go.jp

公
聴
会
傍
聴
の
申
込
方
法

　
は
が
き
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
。
１
人
１
通

に
限
る
。
は
が
き
と
メ
ー
ル
で
重
複
申
込
の

場
合
は
メ
ー
ル
を
有
効
と
す
る
。

は
が
き
の
場
合

　
は
が
き
裏
面
に
申
込
者
の
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
お
よ
び
「
四
国
電
力
関
係
公
聴
会

傍
聴
希
望
」
の
旨
記
載
。

傍
聴
申
込
は
が
き
提
出
期
限

　
４
月
30
日（
火
）
必
着

郵
送
先
　
意
見
陳
述
書
の
郵
送
先
に
同
じ

メ
ー
ル
の
場
合

　
メ
ー
ル
本
文
に
申
込
者
の
住
所
、
氏
名
、

「
四
国
電
力
関
係
公
聴
会
傍
聴
希
望
」
の
旨

記
載
。
タ
イ
ト
ル
は
「【
傍
聴
希
望
】
四
国

電
力
関
係
公
聴
会
」
と
記
載
。

傍
聴
申
込
メ
ー
ル
提
出
期
限

　
４
月
30
日（
火
）
必
着

メ
ー
ル
送
信
先

　
意
見
陳
述
書
の
メ
ー
ル
送
信
先
に
同
じ

　国
民
の
声

　
電
気
料
金
の
適
正
性
に
つ
い
て
、
徹
底
し

た
情
報
公
開
と
と
も
に
透
明
性
の
高
い
プ
ロ

セ
ス
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
申

請
内
容
に
つ
い
て
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
期
限
　
５
月
14
日（
火
）
必
着

意
見
提
出
方
法

　
郵
送
、
メ
ー
ル
、
ま
た
は
電
子
政
府
の
総

合
窓
口「
ｅ－

Ｇ
ｏ
ｖ
」 

の
意
見
提
出
フ
ォ
ー

ム
に
て
。

郵
送
の
場
合

　
経
済
産
業
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る

意
見
提
出
様
式
を
記
入
後
、
〒
１
０
０－

８
９
３
１
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
１
丁
目

３
番
１
号 

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
電
力
・
ガ
ス
事
業
部 

電
力
市
場
整
備
課

「
国
民
の
声
」
担
当
宛
ま
で
送
付
。

電
子
メ
ー
ル
の
場
合

　
経
済
産
業
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
意
見

提
出
様
式
に
記
入
後
、

denkiryokin-pubcom
m

e2@
m

eti.go.jp

ま
で
送
付
。

「
ｅ－

Ｇ
ｏ
ｖ
」�
意
見
提
出
フ
ォ
ー
ム
の
場
合

　http://search.e-gov.go.jp/servlet/
Public

の
意
見
提
出
フ
ォ
ー
ム
か
ら
提
出
。

※
電
話
で
の
意
見
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
。

漢
詩

東
宇
和
吟
社

庭て
い

梅ば
い

追
憶
す 

薬
師
神
松
月

幽ゆ
う

庭て
い

　
雨あ

め

霽は
れ

て
梅ば

い

枝し

發ひ
ら

き

風
は
清せ

い

香こ
う

を
送
っ
て
我
が
思
い
を
馳
す

往お
う

時じ

の
団
欒
　
還ま

た

一い
ち

夢む

独
居
　
巻か

ん

を
繙ひ

も
と

き
黄こ

う

鸝り

を
聴
く

川
柳

川
柳
明
浜

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
春
の
財
布
も
動
き
出
す

 

宇
都
宮
広
二

山さ
ん

海か
い

の
恵
み
頂
く
春
の
膳 

岩
井
　
郁
子

春
す
み
れ
淡
く
小
さ
く
そ
っ
と
咲
く

 

村
中
恵
美
子

短
歌

三
瓶
ア
ラ
ラ
ギ
会

関
門
を
越
え
て
寒
波
が
我
が
町
に
明
け
て
キ

ラ
キ
ラ
雪
し
ず
り
み
ゆ 

小
嶋
　
利
喜

痰
切
れ
の
悪
き
時
に
は
横
に
な
り
＂
イ
モ
ム

シ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
＂
や
れ
ば
と
医
師
云
う

 

赤
塚
千
恵
子

見
て
ま
す
か
今
年
も
満
開
し
だ
れ
梅
あ
な
た

の
息
吹
ほ
ら
肩
の
上
に 

宇
都
宮
光
子

俳
句

高
山
海
月
俳
句
会

主あ
る
じ

な
き
文ふ

づ
く
え机
一
つ
花は

な

曇ぐ
も
り 

宇
都
宮
諦
愚

楊
貴
妃
に
負
け
じ
と
牡
丹
競
ひ
咲
く

 

益
田
か
の
こ

駆
足
で
す
ぎ
ゆ
く
余
生
花
は
葉
に

 

川
口
　
京
仙

宇
和
柿
句
会
（
宗
一
選
）

青
き
踏
む
池ち

畔は
ん

の
風
の
や
は
ら
か
し

 

池
畠
吏
都
子

広
　報
　文
　芸
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SEIYO INFORMATION & NEWS

○３月届出分（敬称略）。親族等のご承諾を得て掲載しています。
　掲載を希望されない場合は、届出の際にお申し出ください。
※この記事を営利目的に利用することを禁じます。

お誕生おめでとう

おくやみ

県
人
事
委
員
会
事
務
局
☎
０
８
９（
９
１
２
）２
８
２
６

　
愛
媛
県
職
員
採
用
候
補
者
（
上
級
）
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

　
受
験
資
格
、
申
込
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い

て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
１
次
試
験

　
６
月
30
日（
日
）

試
験
会
場

　
松
山
・
東
京
・
大
阪
の
い
ず
れ
か
で
受
験

可
能
。

試
験
案
内
・
申
込
書

　
５
月
14
日（
火
）か
ら
愛
媛
県
人
事
委
員
会

事
務
局
、
県
の
各
地
方
局
お
よ
び
支
局
な
ど

で
配
布
予
定
。

愛
媛
県
職
員
募
集

相
談
は
無
料
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

行
政
相
談

高
山
公
民
館
（
明
浜
）

　
５
月
７
日（
火
）午
前
９
時
～
午
前
12
時

市
役
所 

１
階
相
談
室

　
５
月
９
日（
木
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

野
村
公
民
館

　
５
月
13
日（
月
）午
前
９
時
～
11
時

総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　
５
月
15
日（
水
）午
前
９
時
30
分
～
午
前
12
時

三
瓶
支
所

　
５
月
21
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

人
権
相
談

総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　
５
月
15
日（
水
）午
前
９
時
30
分
～
午
前
12
時

結
婚
相
談

高
山
公
民
館
（
明
浜
）

　
５
月
10
日（
金
）午
後
１
時
～
３
時

教
育
保
健
セ
ン
タ
ー
（
宇
和
）

　
５
月
７
日（
火
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

野
村
公
民
館

　
５
月
24
日（
金
）午
後
１
時
～
３
時

三
瓶
文
化
会
館

　
５
月
15
日（
水
）午
後
１
時
～
４
時

心
配
ご
と
相
談

市
社
会
福
祉
協
議
会�

宇
和
支
所

　
５
月
７
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

　
５
月
28
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

野
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
５
月
14
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

市
社
会
福
祉
協
議
会�

三
瓶
支
所

　
５
月
27
日（
月
）午
後
１
時
～
３
時

法
律
相
談
※
予
約
制

明
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
５
月
10
日（
金
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
予
約
先

︰

市
社
会
福
祉
協
議
会 

明
浜
支
所

　
☎
０
８
９
４（
69
）８
０
６
６

総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　
５
月
15
日（
水
）午
前
９
時
30
分
～
午
前
12
時

　
予
約
先

︰

市
社
会
福
祉
協
議
会 
城
川
支
所

　
☎
０
８
９
４（
82
）１
２
６
６

登
記
相
談
※
予
約
制

社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　
５
月
24
日（
金
）午
後
１
時
～
３
時

　
予
約
先

︰

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　
☎
０
８
９
４（
62
）２
０
０
０

介
護
・
福
祉
・
認
知
症
相
談

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　
５
月
13
日（
月
）午
後
１
時
～
３
時

各
種
相
談

2013　５月 22

松
山
税
務
署
☎
０
８
９（
９
４
１
）９
１
２
１

　
酒
類
を
製
造
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

酒
税
法
に
基
づ
き
、
所
轄
税
務
署
長
か
ら
製

造
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

自
宅
で
「
ど
ぶ
ろ
く
」
造
る
際
も
免
許
必
要

　
い
わ
ゆ
る
「
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」
に
指
定
さ

れ
て
い
る
地
域
に
お
い
て
も
、
酒
類
製
造
免

許
を
受
け
な
い
で
「
ど
ぶ
ろ
く
」
を
造
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
自
分
で
飲
む
た
め
に
造

る
場
合
も
製
造
免
許
が
必
要
で
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

免
許
を
受
け
ず
に
製
造
す
る
と

　
酒
類
製
造
免
許
を
取
得
し
な
い
で
お
酒
を

造
る
こ
と
は
酒
税
法
違
反
と
な
り
ま
す
。

　
も
し
、
酒
類
製
造
免
許
を
受
け
ず
に
酒
類

を
製
造
し
た
場
合
は
、
酒
税
法
に
よ
り
10
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
製
造
し
た
酒
類
、
原
料
、
製
造
器
具
な
ど

に
つ
い
て
は
没
収
さ
れ
ま
す
。

絶
対
ダ
メ
！
お
酒
の
密
造

松
山
地
方
裁
判
所 

宇
和
島
支
部
☎
０
８
９
５（
22
）１
１
３
３

　
金
銭
関
係
、
不
動
産
関
係
、
家
庭
関
係
な

ど
の
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
、
愛
媛
弁
護
士
会

所
属
の
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
費
用
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

　
５
月
８
日（
水
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

（
受
付
は
午
前
９
時
～
午
後
２
時
30
分
、
休

憩
時
間
は
午
前
12
時
～
午
後
１
時
）

場
所

　
松
山
地
方
裁
判
所 

宇
和
島
支
部
構
内（
宇

和
島
市
鶴
島
町
８
番
16
号
）

参
加
方
法

　
当
日
、
直
接
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
先
着
順
に
受
付
を
行
い
ま
す
。

相
談
時
間
　
30
分
以
内

注
意
事
項

　
駐
車
場
が
混
み
合
い
ま
す
。
お
車
で
の
お

越
し
は
、
な
る
べ
く
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

無
料
法
律
相
談
所
　
開
設

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所
☎
０
８
９
４（
62
）３
７
７
０

　
高
齢
者
や
子
育
て
中
の
母
親
な
ど
、
不
安

や
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
の
心
に
寄
り
添
う

「
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
養
成
講
座
で
す
。

講
義
や
講
習
を
通
し
て
対
人
援
助
の
基
本
で

あ
る「
他
者
の
理
解
と
共
感
」を
学
び
ま
す
。

対
象
者

　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
人

定
員
　
20
人
（
多
数
の
場
合
は
先
着
順
）

日
程

　
毎
回
火
曜
日
（
６
月
４
日
、
11
日
、
18

日
、
25
日
、
７
月
２
日
）

時
間
　
午
後
２
時
～
４
時

会
場
　
市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

講
師

　
田
中 
節
子
さ
ん（（
社
）日
本
産
業
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
協
会
）

受
講
料
　
無
料

申
込
期
限
　
５
月
24
日（
金
）

申
込
方
法
　
お
電
話
に
て

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
（
入
門
編
）

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所
☎
０
８
９
４（
62
）３
７
７
０

　
子
ど
も
と
パ
パ
・
マ
マ
の
ふ
れ
あ
い
タ
イ

ム
！
穏
や
か
な
動
き
と
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
運
動

刺
激
が
子
ど
も
の
心
身
発
育
を
促
し
ま
す
。

育
児
疲
れ
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
も
最
適
。
パ

パ
の
み
、
マ
マ
の
み
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

対
象
者

　
未
就
学
児
の
親
子
、
子
育
て
中
の
保
護
者

定
員
　
親
子
30
組
（
多
数
の
場
合
は
先
着
順
）

日
程

　
５
月
17
日（
金
）、
７
月
12
日（
金
）

時
間
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

会
場
　
宇
和
児
童
館
「
う
わ
っ
こ
」

講
師

　
白
石 

秀
美
さ
ん
（
Ｓ
Ｅ
Ｂ
体
育
企
画
㈱

ヨ
ガ
ト
レ
ー
ナ
ー
）

受
講
料
　
無
料

準
備
物

　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル
１
枚

申
込
方
法
　
お
電
話
に
て
（
前
日
ま
で
に
）

親
子
ヨ
ガ
教
室

　宇都宮宇作さん（石城小学校旧講堂新
築費全額寄付）の遺族、大西健路さん（お
おにし・けんじ＝大阪府＝写真右）が３
月１日、福祉事業に役立ててほしいと、
車いす10台を西予市に寄贈されました。

　災害時に各市町が行う家屋被害認定調
査を支援するため、県土地家屋調査士会
が２月27日、宇和島市役所において西
予市をはじめとする南予９市町と協定を
結びました。
　この協定により、災害時には各市町か
らの協力要請を受けた土地家屋調査士会
が会員を派遣し、職員と連携して調査に
あたります。

　ＪＡ共済連愛媛から、西予市消防本
部・松山市消防局・上島町消防本部に対
し、それぞれ１台ずつ高規格救急自動車
が寄贈されました（２月18日、松山市南
堀端町）。
　寄贈いただいた高規格救急自動車は、
市消防署に配備し、更なる救急体制の強
化や救命率の向上に役立てます。

災害時、建物被害を調査

車いすを市に寄贈

高規格救急自動車を市に寄贈
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ぼくもマラソンに挑戦するよっ！

　朝霧湖畔コースを舞台にハーフマラソンと10kmロードレース
を開催。毎年、市内外から多くのランナーが参加する人気のマラ
ソン大会。地元特産品販売などもあり。
日時　５月３日（金・祝）午前８時30分～午後３時
場所　乙亥会館
問 市教育委員会 野村教育課☎0894（72）1117

５月10日（金）まで

野村ダム　鯉のぼり架け

渡し
約150匹の鯉のぼりが朝霧湖

を彩ります。

◯��朝霧湖畔（野村ダム）

�◯�野村支所�産業建設課

　�☎0894（72）1115

場�

問

5 ⁄3（金・祝）
第22回
朝霧湖マラソン大会
詳細は下記参照

5 ⁄4（土）・5（日）
まんぼう祭り
ちびっこみかめソーランなど。
◯�◯�みかめ海の駅「潮彩館」
　　�☎0894（33）3001

場�問

市民のうごき
（３月末現在）
※住民基本台帳法による。カッコ内は前月比

人　口　41,939人（－286）
　　　　男 19,677人（－145）　女 22,262人（－141）

世帯数　18,689世帯（－58）

出　生　20人（＋ 1）
　　　　男 12人（＋ 2）　女  8人（－ 1）

死　亡　58人（－12）
　　　　男 26人（－ 7）　女 32人（－ 5）

※Ｈ24.7.9�住民基本台帳法改正により、外国人を含む人口・世帯数を記載しています。

軽自動車税　全期
納期限は５月31日（金）

（口座振替は５月27日）

５月の納税

5 ⁄17（金）

子育てサロン スキップClub

おはなし出てこい～読み聞か

せ・パネルシアター～

◯�午前10時～11時30分

◯��◯�宇和児童館「うわっこ」

　　�☎0894（62）7331

時

場�問

5 ⁄6（月）
西予市に関わる音楽家たち
コンサート
◯�午後２時30分（開場）、
　�　　３時（開演）
◯��宇和文化会館
料金　一般1,000円
　　　高校生以下500円
　　　未就学児童は無料
主催　（財）宇和文化会館、西

予市出身者音楽家コン
サートを成功させる会

後援　西予市、市教育委員会
�◯�宇和文化会館
　�☎0894（62）6111

時

場�

問

第22回　朝霧湖マラソン大会
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意
識
調
査
意
見
か
ら

～
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
～
①

　
意
識
調
査
の
中
で
「
西
予
市
の
人
権
・

同
和
教
育
へ
の
意
見
、
提
言
」
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
れ
を
紹
介
し
な
が
ら
、
人

権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

人
権
を
守
っ
て
広
が
る
笑
顔
の
輪

三
瓶
中
学
校
　
１
年
　
上
本
蒼
二
郎

（
西
予
市
人
権
作
品
集
第
９
集『
か
が
や
き
』か
ら
）

　
人
権
と
は
「
人
が
人
ら
し
く
幸
せ
に
生

き
て
い
く
た
め
に
社
会
に
よ
っ
て
認
め
ら

れ
て
い
る
権
利
」
で
あ
り
、
誰
も
が
生
ま

れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
て
、
侵
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
基
本
的
権
利
で
す
。

　
私
た
ち
一
人
一
人
の
人
権
が
保
障
さ
れ

て
こ
そ
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
21
世
紀
は
「
人
権
の
世
紀
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
人
権
の
尊

重
、
平
和
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
世
界
共

通
の
合
い
言
葉
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
小
学
校
で
も
社
会
科
で
「
基
本
的
人
権

と
は
、
だ
れ
も
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

も
っ
て
い
る
、
人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利

の
こ
と
で
す
」
と
習
い
ま
す
。
日
本
国
憲

法
で
も
「
国
民
は
、
す
べ
て
の
基
本
的
人

権
の
享
有
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の
憲
法

が
保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
、
侵
す
こ
と

の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
、
現
在

及
び
将
来
の
国
民
に
与
え
ら
れ
る
」
（
第

11
条
）
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
今
な
お
同
和
問
題
を
は
じ
め

と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、
人
権
と
い
う
視
点

で
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　「
私
た
ち
の
小
集
落
に
も
年
１
回
程
度

の
人
権
に
関
す
る
懇
談
会
が
あ
り
ま
す
。

同
和
問
題
は
高
齢
者
に
ま
だ
根
深
く
残
っ

て
い
る
よ
う
だ
が
、
社
会
問
題
が
変
わ
っ

て
い
る
現
代
な
の
で
そ
っ
と
し
て
お
け
ば

差
別
は
自
然
と
な
く
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
」と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
差
別
の
現
実
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
内

閣
府
が
昨
年
調
査
し
た
「
同
和
問
題
に
関

し
、
ど
の
よ
う
な
問
題
が
起
き
て
い
る
と

思
う
か
」
の
結
果
で
す
。
（
複
数
回
答
）

　
最
近
で
も
被
差
別
部
落
出
身
者
を
誹

謗
・
中
傷
す
る
表
現
や
、
被
差
別
部
落
の

所
在
を
示
す
書
き
込
み
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
掲
示
さ
れ
る
な
ど
、
現
状
と
し
て

差
別
意
識
が
解
消
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
今
後
と
も
、
な
お
根
強
く
残
っ

て
い
る
差
別
意
識
の
解
消
に
つ
い
て
は
、

人
権
と
い
う
観
点
か
ら
の
教
育
・
啓
発
を

よ
り
一
層
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　「
同
和
問
題
の
早
急
な
解
決
こ
そ
国
の

責
務
で
あ
り
、
同
時
に
国
民
的
課
題
で
あ

る
」
と
示
し
た
「
同
和
対
策
審
議
会
答
申
」

（
昭
和
40
年
）
で
、「
い
か
な
る
時
代
が

こ
よ
う
と
、
ど
の
よ
う
に
社
会
が
変
化
し

よ
う
と
、
同
和
問
題
が
解
決
す
る
こ
と
は

永
久
に
あ
り
え
な
い
と
考
え
る
の
は
妥
当

で
は
な
い
。
ま
た『
寝
た
子
を
起
こ
す
な
』

式
の
考
え
で
、
同
和
問
題
は
こ
の
ま
ま
放

置
し
て
お
け
ば
社
会
の
進
化
に
伴
い
、
い

つ
と
は
な
く
解
消
す
る
と
主
張
す
る
こ
と

に
も
同
意
で
き
な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
国
が
平
成
14
年
に
出
し
た
「
人
権
教

育
・
啓
発
に
関
す
る
基
本
計
画
」
の
中
で

も
「
同
和
問
題
の
早
期
の
解
決
を
図
る
こ

と
は
国
民
的
課
題
と
さ
れ
て
お
り
、
差
別

意
識
に
つ
い
て
は
、
人
権
教
育
・
啓
発
の

事
業
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
解
消

を
図
っ
て
い
く
こ
と
」と
示
し
て
い
ま
す
。

　
愛
媛
県
の
対
応
に
も
「
県
民
一
人
一
人

が
家
庭
や
職
場
な
ど
あ
ら
ゆ
る
日
常
生
活

の
中
で
、
自
ら
が
積
極
的
に
『
差
別
を
な

く
す
』
と
い
う
人
権
意
識
・
感
覚
を
は
ぐ

く
ん
で
い
け
る
よ
う
、
ま
た
そ
の
感
性
が

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解
消
に
つ
な
が
る
よ

う
、
引
き
続
き
教
育
・
啓
発
の
充
実
に
努

め
ま
す
」
と
し
て
い
ま
す
。

宇
和
高
校
２
年
　
白
石
　
由
貴

　
私
は
高
校
で
人
権
や
部
落
差
別
に
つ
い

て
学
ん
だ
。身
分
は
同
じ
に
な
っ
た
の
に
、

部
落
差
別
に
よ
っ
て
仕
事
が
奪
わ
れ
貧
困

に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
そ
れ
が

招
い
た
未
就
学
に
よ
る
識
字
の
問
題
、
さ

ら
に
は
そ
れ
が
貧
困
に
つ
な
が
る
負
の
ス

パ
イ
ラ
ル
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
、
部
落
差
別
は
お
か

し
い
と
い
う
こ
と
が
科
学
的
に
も
理
解
で

き
た
。

　
水
平
社
宣
言
が
出
さ
れ
て
90
周
年
。
部

落
差
別
は
な
く
な
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
に

苦
し
ん
で
い
る
人
は
い
る
。
部
落
差
別
を

つ
く
り
出
し
た
の
は
私
た
ち
人
間
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
そ
れ
を
な
く
す
の
は
可
能

で
あ
る
。
祖
母
が
言
っ
て
い
た
一
生
懸
命

勉
強
し
て
、
私
た
ち
若
い
世
代
が
正
し
い

知
識
を
積
極
的
に
学
ん
で
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
る
。

『
か
が
や
き
』
か
ら
抜
粋

▽
感
想
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

 

（
社
会
教
育
指
導
員
　
宇
都
宮
）

　
☎
０
８
９
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４
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み
ん
な
の
人
権
ひ
ろ
ば
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　広報係２年目が終わり、この春３年
目を迎えました。「毎号楽しみにしと
るよ」とか「特集、考えさせられたよ」
とか、たくさんの方が温かい言葉をか
けてくださって、その言葉に元気付け
られています。西予市が主役の「広報
せいよ」を通じて、市の将来や目指し
ている姿、そして市民皆さんの思いな
どを日々学んでいます。これからもぜ
ひ、一緒になって「広報せいよ」を育
てていただければうれしいです。（堀）

編集後記

　「
田
舎
に
は
『
暗
黙
の
了
解
』

が
あ
っ
た
り
、
閉
鎖
的
な
考
え

や
価
値
観
に
固
執
す
る
部
分
が

あ
る
け
れ
ど
、人
は
十
人
十
色
。

こ
の
劇
が
、
価
値
観
の
違
い
や

も
の
の
見
方
を
再
考
す
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
」

　
市
民
劇
団
「
も
ん
た
か
な
」

で
俳
優
か
ら
脚
本
ま
で
を
こ
な

す
山
口
裕
輝
さ
ん
が
現
在
練

習
し
て
い
る
の
は
、
今
年
の
秋

（
10
月
27
日
）
に
上
演
予
定
の

「
お
ひ
さ
ま
の
せ
な
か
」。 

田
舎

の
漁
師
町
に
暮
ら
す
人
々
が
、

都
会
か
ら
や
っ
て
来
た
親
子
に

接
し
て
、
人
と
向
き
合
う
こ

と
・
つ
な
が
る
こ
と
の
大
切
さ

に
気
付
く
と
い
う
物
語
で
す
。

　「
都
会
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
と

触
れ
合
っ
た
日
々
は
、
自
分
の

視
野
を
広
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
演
劇
や
ド
ラ
マ
と
い
う

形
で
、
皆
さ
ん
に
還
元
で
き
た

ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」

　
東
京
で
芸
能
事
務
所
に
所
属

し
、
演
技
の
勉
強
を
し
て
い
た

山
口
さ
ん
。
講
師
か
ら
の
評
価

も
高
く
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
が
用

意
さ
れ
て
い
た
の
に
も
反
し

て
、
選
ん
だ
の
は
帰
郷
と
い
う

道
で
し
た
。

　「
地
元
で
働
く
方
が
自
分
に

と
っ
て
良
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

何
よ
り
も
一
番
に
、
西
予
の
人

た
ち
に
芝
居
を
見
て
も
ら
い
た

い
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
っ
て
東
京

が
舞
台
の
も
の
が
多
い
で
す
け

ど
、
実
は
そ
れ
を
覆
し
た
い
っ

て
い
う
思
い
も
あ
る
ん
で
す
」

　
市
内
各
所
で
ロ
ケ
を
し
て
、

西
予
市
民
に
よ
る
方
言
満
載
の

ド
ラ
マ
を
制
作
す
る
こ
と
が
目

標
だ
と
語
る
山
口
さ
ん
。
演
劇

で
西
予
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、

今
日
も
ひ
と
つ
ず
つ
道
を
切
り

開
き
、前
進
を
続
け
て
い
ま
す
。

山口裕輝さん（26）＝三瓶町下泊/や
まぐち・ゆうき︰三瓶高校を卒業
後、地元の水産会社に就職。23歳の
頃オーディションに参加し、東京の
事務所に所属。演技を学びつつ有名
俳優の付き人を務め、再現VTRな
どで役者として活動。25歳で帰郷
し、学童保育施設（宇和町）に指導員
として勤務。現在、市民劇団「もん
たかな」で俳優・脚本・演出・演技
指導を務める。

か
が
や
き
西
予
人

「
西
予
の
人
に
芝
居
を
見
て
も
ら
い
た
い
」

�
方
言
満
載
の
ド
ラ
マ
制
作
が
目
標

せ
い

よ

び
と
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